
駒
井
重
格
の
軌
跡

ー
「
駒
井
重
格
先
生
小
伝」

再
考
|

は
じ
め
に

専
修
大
学は 、
二
O
O
九
年
二一
月一
二
日
か
ら
二
O一
O
年一
月二
四
日

ま
で 、
三
重
県
桑
名
市に
お
い
て
桑
名
市
博
物
館 、
一
橋
大
学と
共
同
企
画
展

「
駒
井
重
格の
軌
跡
1

専
修
大
学の
創
立
者 、
一
橋の
名
校
長
i」

(
会
場・
桑

名
市
博
物
館)
を
開
催し
た 。
創
立
者の一
人
で
あ
る
駒
井
重
格の
生
涯
を
出

身
地・
桑
名に
おい
て
紹
介
す
る
展
示
企
画
が
立
案
さ
れ
た
の
は 、
そ
の
二
年

ほ
ど
前の
こ
と
で
あ
る
が 、
そ
の
問 、
大
学
史
資
料
課
で
は
駒
井
重
格に
関
す

る
調
査
を
各
地
で
行っ
て
き
た 。

本
稿の
目
的
は
今
回 、
新
た
に
行っ
た
調
査
を
も
と
に 、
駒
井
重
格の
生
涯

を
捉
え
直
すこ
と
に
あ
る 。
重
格は四
八
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
なっ
た
こ
と

も
あ
り 、
ま
と
まっ
た
自
伝
も
伝
記
も
残
さ
れ
て
い
な
い 。
小
峰
保
栄
氏の

「
駒
井
重
格
先
生
小
伝」
(
以
後
「
小
伝」
と
略) l
お
よ
び
西
羽
晃
氏
「
駒
井

重
格に
つ
い
て」 2
と
い
う
二つ
の
論
文の
み
が 、
重
格の
生
涯
に
つ
い
て
書

か
れ
た
ま
と
まっ
た
もの
と
い
え
る 。
そ
の
ほ
か
重
格の
業
績に
つ
い
て
は
内

山
宏
氏が
「フ
ラ
ン
ス
財
政
学の
導
入
と
専
修
学
校の
人々
」 ー
の
な
か
で
近

代
国
家に
お
い
て
田
尻
稲
次
郎と
駒
井
重
格
が
果
た
し
た
役
割を
取
り
上
げ
て

瀬
戸
口

龍

一

(
大
学
史
資
料
課)

い
る
程
度
で
あ
る 。
つ
ま
り
駒
井
重
格と
い
う
人
物は
こ
れ
ま
で
専
修
大
学の

関
係
者
以
外ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
かっ
た
と
い
うの
が
現
状で
あ
ろ
う 40

先
行
研
究
を
整
理
す
る
と 、
「
小
伝」
は
昭
和
五
六
年に
刊
行
さ
れ
た
「
専

修
大
学
百
年
史』
(
以
後 、
『
百
年
史』
と
略)
編
纂の
た
め
に
収
集
し
た
資
料

を
も
と
に
書か
れ
た
伝
記
で 、
財
政
学
を
専
門と
す
る
小
峰
氏
に
よっ
て
重
格

の
生
涯の
ほ
か 、
著
作を一
点一
点
取
り
上
げ 、
経
済
学
史
上
に
位
置づ
け 、

詳
し
い
解
説
が
付さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴で
あ
る 。

一
方 、
「
駒
井
重
格に
つ
い
て」
も
『
百
年
史』
編
纂
の
過程
で 、
桑
名の

郷
土
史
家で
あ
る
西
羽
氏に
重
格の
調
査
を
依
頼
し
た
こ
と
が
そ
の
きっ
か
け

で
執筆
さ
れ
た
もの
で
あ
る
が 、
郷
土
史に
詳
しい
西
羽
氏ら
し
く

菩
提
寺の

調
査
結
果
や
桑
名
藩
関
係の
史
料か
ら
桑
名
藩
士
と
し
て
の
駒
井
家の
歴
史
を

中
心
に
記
述
し
て
い
る 。
し
か
し
「
小
伝」
の
筆
者で
あ
る
小
峰
氏が
「
資
料

が
ま
こ
と
に
少
な
い」 、
ま
た
西
羽
氏
も
「
駒
井
重
格に
つ
い
て
は 、
未だ
不

詳
な
点
が
多
く 、
本
稿
も
未
定
稿で
あ
る」
と
結ん
で
い
る
よ
う
に 、
重
格の

生
涯
に
つ
い
て
は
不
明な
点
も
多
く 、

推
測に
頼っ
て
い
る
箇
所が
多い
こ
と

も
事
実で
あ
る 。
そ
し
て
こ
の
『
百
年
史』
編
纂
以
降 、
専
修
大
学
で
は 、
ま
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と
まっ
た
形で
の
創
立
者の
調
査
を
行っ
て
い
な
い
た
め 、
こ
の
二
つ
の
論
文

の
記
述
が
重
格の
生
涯
を
語る
際の
根
拠
と
なっ
て
き
た 。

確
か
に
今
回の
調
査
で
も 、
重
格に
関
す
る
史料
は
非
常に
少
な
く 、

調
査

は
困
難
を
極め
た 。
と
はい
え 、
山
形
県
や
岡
山
県
で
行っ
た
調
査
で
は
新た

に
発
見で
き
た
事
実
も
あ
り 、
今
回の
成
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で 、
改め
て
駒

井
重
格
と
い
う
人
物の
生
涯
を
た
ど
る
こ
と
は
展
示
記
録と
い
う
意
味
で
も
十

分に
意
味の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う 。

駒 井雫格の軌跡 「駒 )!二主主格先生小伝J 再考

そ
こ
で
本
稿で
は
小
峰
氏の
「
小
伝」
や
西
羽
氏の
「
駒
井
重一
格に
つ
い
て」

を
参
考
に
し
つ
つ 、
「
駒
井
重
格の
軌
跡」
展の
準
備
調
査
に
おい
て
新
た
に

判
明し
た
事
実 、
ま
た
展
示
を
記
念
し
て
開
催し
た
西
羽
晃
氏
(
桑
名
市
文
化

財
保
護
審
議
会
会
長) 、
永
江
雅
和
氏
(
専
修
大
学
経
済
学
部
教
授) 、
西
沢
保

氏
(一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授)
の
三
人
に
よ
る
記
念
講
演
会の
内
容
を
加

え 、
重
格の
生
涯
を
追
う
と
と
もに 、
彼の
業
績を
教
育
史
上 、
経
済
学
史
上

に
位
置づ
け
る
こ
と
と
し
た
い 。

1 .

桑
名
藩
士
・

駒
井
家
の
あ
ゆ
み

ま
ず 、
駒
井
家と
は
どの
よ
う
な
家
柄で
あっ
た
の
か
を
述べ
る 。
西
羽
氏

に
よ
る
と 、
駒
井
家は
駒
井
官
大
夫
が
正
徳
五
年
(一
七一
五)
に
二
O
O
石

で
松
平
越
中
守
家に
召
し
抱え
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う 。
時の
当
主
は

さだみち

松
平
定
達 。
桑
名
を
離
れ 、
越
後
高
田
を
領
地
と
し
て
い
た 50
高
田
藩
領
内

の
柏
崎
は
そ
の
後 、
桑
名
藩の
飛
び
地
領
と
な
り 、
後
述
す
る
が
戊
辰
戦
争
時

の
桑
名
藩
軍の
集
結
場と
な
る 。

確
か
に
西
羽
氏が
い
う
よ
う
に 、
駒
井
家
は
官
大
夫
(
三
代
目
ま
で
同
名)

か
ら
始
ま
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が 、
桑
名
藩
士
の
由
緒
を
ま
と
め
た

『
天
明
由
緒』
に
あ
る
駒
井
武土口
(
乗
郎 、
号
鴬
宿)
の
由
緒
は
次の
よ
う
な

文
言か
ら
始
ま
る 。

駒
井
武
吉
由
緒

駒
井
求
馬
儀
松
久
院
様
御
由
緒
之
者 一一
付

円
鏡
院
様
御
代
斎
聖
院
様
御
小
姓ニ
被
召
出 、
銀
十
枚
五
人
扶
持

被
下
置
候 、
元
禄
六
年
新
知
百
石
被
下
置
御
扶
持
被
居
置 、
其
後三
十

石
御
加
増
被
下
置 、
御
近
習
十
九
年
相
務 、
同
十
六
年
御
内
意
を
以
奥

平八
郎
左
衛
門
養
子二
罷
成
申
候 、
八
郎
左
衛
門
由
緒
書 一一
詳
な
れハ
略
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こ
の
史
料に
よ
る
と 、
駒
井
家の
家
祖と
し
て
名
前が
挙げ
ら
れ
た
求馬は 、

松
平
越
中
守
家の
三
代
松
平
定
重
(
法
号・
円
鏡
院)
の
継
室
で
あっ
た
松
久

院の
生
家の
人
間で
あ
り 、
定
重の
時代に
斎
聖
院
(
定
重
五
男・
定
達)
の

御
小
姓
と
し
て
銀一
O
枚
五
人
扶
持で
召
し
抱
え
ら
れ
た 。
し
か
し
元
禄
二八

年
(一
七
O
三)
に
藩
命
に
よ
り
奥
平
八
郎
左
衛
門の
養
子に
なっ
た
と
書
か

れ
て
い
る 。
奥
平
家は
松
平
越
中
守
家の
祖・
定
勝の
正
室
に
繋
が
る
家
柄
で

あ
り 、
藩
内
で
も
由
緒
あ
る
家で
あっ
た 。

『
天
明
由
緒』
に
あ
る
「
八
郎
左
衛
門
由
緒
書」
に
は
当
初 、
求
馬
は
「
貞

隆
儀
駒
井
氏
之
嫡
子ニ
御
座
候ヘ
ハ 、
養
子
罷
越
候

q
駒
井
名
字
断
絶
仕
候
付 、
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此
儀
如
何
可
仕
哉 与
申
上
候」
と 、
貞
隆
(
求
馬)
は
駒
井
家の
嫡
子で 、
養

子に
行
く
と
な
る
と
駒
井
家は
断
絶し
て
し
まい
ま
す
が 、
ど'つい
た
し
ま
しょ

う
か
と
尋
ね
て
い
る 。
そ
れ
に
対
し
て 、
定
達
は
「
駒
井
名
字
之
義ハ
追而
貞

隆二
男三
男
も
御
座
候ハ
\

其
内 -一而
名
字
御
立
可
被
下
候
由」
と 、
貞
隆に
は

二
男
も
三
男
も
い
る
の
で 、
彼
ら
に
駒
井
家を
継が
せ
れ
ば
良い
と
答
え
て
い

る 。
で
は
求
馬の
後の
駒
井
家は
ど
の
よ
う
に
なっ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
つ マつ

け
て
駒
井
家の
由
緒
を
見
て
み
よ
う 。

駒井重格 の 軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考

一
曾
祖
父

駒
井
官
大
夫

右
実
方
由
緒
之
儀
南
篠
三
太
左
衛
門
同
事 一一
御
坐
候 、
駒
井ニ
相
改
候
儀者

松
久
院
様
駒
井
之
御
苗
字
断
絶
仕
候
付 、
御
苗
字
被
下
置
候
旨
被
仰
出
候

而
駒
井う
相
改
申
候 、

斎
聖
院
様
御
代
正
徳
五
未
年
南
僚
元
庵
義
隠
居

仕
候
刻
被
召
出
候 、
其
節
南
篠
貞
右
衛
門什
被
下
置
候
知
行
弐
百
石
被
下

置
候 、
同
年
御
使
番
役
被
仰
付
候 、
享
保
九
辰
年
御
物
頭ニ
被
仰
付 、

同
十二
未
年
病
死
仕
候

求
馬の
跡を
継い
だ
の
は 、
求
馬こ
と
八
郎
左
衛
門の二
男
や
三
男で
は
な

く 、
官
大
夫こ
と
南
燦三
太
左
衛
門と
い
う
人
物
で
あっ
た 。
こ
の
由
緒
書に

よ
る
と
駒
井
家が
断
絶
す
る
こ
と
を
憂え
た
松
久
院が 、
同
じ
く
松
平
越
中
守

家に
仕え
る
南
篠三
太
左
衛
門
(
重
親)
に
駒
井の
苗
字を
与え
た
と
あ
る 。

つ
ま
り 、
他
家か
ら
来た
官
大
夫
が
継い
で
始
まっ
た
新たな
駒
井
家こそ
が 、

重
格に
繋が
る
駒
井
家で
あ
る
と
西
羽
氏
は
考
え
た
の
だ
ろ
う 。

南
係
家の
由
緒
書に
は 、
重
親の
父・
宗
親は
延
宝
年
間
(一
六
七
三
i一

六
八
O)
に
松
久
院の
「
御
枢
機」
に
よ
り
召
し
抱え
ら
れ
た
と
あ
る
よ
うに 、

南
候
家
も
ま
た
松
久
院と
縁
戚
関
係に
あっ
た
と
思
わ
れ
る 。
こ
の
よ
う
に
駒

井
家
は
松
久
院と
深い
繋が
り
が
あっ
た
こ
と
が
わ
か
る 。
以
後 、
駒
井
家は

代々
、

御
使
番
や
御
小
姓
役 、
御
馬
廻
役な
ど 、
藩
主
や
世
子 、
大
奥の
側に

仕
え
る
役を
拝
命
し
て
き
た 。

駒
井
家
は
詩
歌
や
文
学
な
ど
に
秀で
た
人
物
を
多
く
輩
出し
て
き
た 。
な
か

で
も
著
名な
人
物
と
し
て
先
ほ
ど
の
『
天
明
由
緒』
に
駒
井
家の
由
緒
書
を
提

出
し
た
人
物と
し
て
登
場
す
る
武
吉こ
と
駒
井
家
四
代
目・
乗
郎
(
求
馬
か
ら

数
え
る
と
五
代
目)
が
い
る 。

駒
井
乗
郡 、
号
は
鴬
宿 、
通
称・
忠
兵
衛
は 、
明
和
三
年
(一
七
六
六) 、

松
平
越
中
守
家の
家
臣・
田
中
忠
右
衛
門の
次
男
と
し
て
奥
州
白
河に
生
ま
れ 、

駒
井
家
を
継い
だ
人
物
で
あ
る 70
御
小
姓
役 、
記
録
役 、
大
目
付 、
江
戸
詰

奉
行な
ど
を
歴
任
し 、
奥
州
白
河
か
ら
桑
名へ
転
封
さ
れ
た際に
は 、
江
戸
家

老の
代
理
役
と
し
て
先
発
し
て
庶
務
な
ど
を
担
当
し
た
と
い
う 。
乗
郁の
博
覧

強
記ぷ
り
は 、
藩
内で
も
よ
く

知
ら
れ
て
お
り 、
在
職
期
間は
六
八
年 、
定
邦・

さだみち

定
信・
定
永・
定
知・
定
猷
と
い
う
五
代に
も
わ
た
る
当
主
に
仕
え
た 。

乗
郁が
書
き
残し
た
多
くの

書
物の
な
か
で
も
代
表
作と
い
わ
れ
る
『
鴬
宿

雑
記』
は 、
約
六
O
O
巻
に
も
お
よ
び 、
文
化一
二
年
(一
八一
五)
か
ら

乗

郎
が
亡
く
な
る
直
前
ま
で
の 、
約二一
O
年にわ
た
っ

て
書
き
続
け
ら
れ
た
記
録

で
あ
る 。
そ
の
内
容
は
徳
川
家
や
松
平
越
中
守
家の
故
事
来
歴
や
有
職
故
実 、

世
上の
風
聞 、
紀
行
文
な
ど
雑
多
な
もの
で
あ
る
が 、
そ
の
特
徴
は
白
河
や
桑
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名
な
ど
地
域に
関
す
る
記
事
が
多い
こ
と
で 、
当
時の
こ
の
地
域
を
知
る
う
え

で
非
常に
有
益
な
もの
とい
え
よ
う 。

『
鴬
宿
雑
記』
に
は
「
桑
名
城
内
/
駒
井
家
蔵」
「
東
京
浅
草
/
駒
井
家
蔵」

「
駒
井
氏
蔵」
な
どの
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
ほ
ど
の
大
部の
記
録の

執
筆に
は 、
数
多
くの
書
物
が
必
要
で
あっ
た
こ
と
はい
う
ま
で
も
な
い 。

江
戸
時
代
後
期は
考
証
学の
流
行と
と
も
に 、
蔵
書
家
た
ち
が
登
場
し
た
時

代で
も
あ
る 。
特に
幕
府の
老
中と
し
て
「
寛
政の
改
革」
を
推
し
進め
た
松

平
定
信の
周
辺
に
は
多
くの
蔵
書
を
持
ち 、
大
部の
記
録
を
執
筆
す
る
人々
が

多
く
集
まっ
て
い
た 80
定
信に
仕
え
て
い
た
乗
郁
も
そ
の
よ
う
な
人々
の一

人
と
考
え
ら
れ 、
こ
の
朱
印に
よっ
て
駒
井
家に
は
蔵
書が
あっ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る 。
お
そ
ら
く

乗
郁の
時
代に
集め
た
もの
と
思
わ
れ
る
が 、

残
念
な
が
ら
現
在そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。

な
お 、
明
治
七
年
(一
八
七
四)
一
二
月一
二
日
に
重
格
が
父・
重
周に
当

て
た
書
簡 9
の
宛
先
に
は
「
東
京
浅
草
新
福
井
町一
番
地」
と
あ
る 。
こ
の
こ

と
か
ら
重
周
が
浅
草に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り 、
「
東
京
浅
草」
の
印
は

こ
れ
に
拠
る
もの
と
思
わ
れ
る 。
こ
の
浅
草
新
福
井
町に
は
江
戸
時
代 、
秋
田

久
保
田
藩の
上
屋
敷が
あっ
た
が 、
明
治三
i

四
年に
は
桑
名
藩に
下
賜
さ
れ

た
桑
名
藩
ゆ
か
りの
場
所で
あっ
た 。

そ
の
ほ
か
西
羽
氏に
よ
る
と
「
南
合
家は
藩
校の
教
授
を
代々
務め
た
学
書

の
家
系」刊
で
重
倫
(
号・
晩
翠) 、
重
格の
父・
重
周
も
儒
学
者と
し
て 、
詩

歌
を
こ
よ
な
く

愛
し
た
と
い
う 。

南
合
家と
は 、
乗
郁の
後 、
駒
井
家
を
継い
だ
重
周の
本
家で
あ
る 。
こ
の

家
も
松
平
越
中
守
家
が
初め
て
桑
名
を
治め
た
際の
当
主・
定
綱
(
定
綱
系
久

松
松
平
家
初
代)
の
時
か
ら
同
家に
仕え
る
家
柄で 、
重
倫は
重
周の
兄 、
重

格の
伯
父に
あ
た
る
人
物で
あ
る 。
重
格が
後に
学
者 、
教
育
者の
道
に
進
ん

だ
の
は 、
駒
井
家の
血
筋で
あっ
た
と
もい
え
よ
う 。

2 .

駒
井
重
格
に
関
す
る
基
本
的
史
資
料
と
生
年
月
日
に
つ
い
て

重
格の
生
涯
を
た
ど
る
前に 、
こ
れ
ま
で
彼の
生
涯
を
知
る
た
め
に
使
用
さ

れ
て
き
た
二
つ
の
重
要
な
史
資
料を
挙
げ
る
必
要が
あ
る
だ
ろ
う 。
一
つ
は
重

格の
墓
碑に
刻
ま
れ
た
略
一歴
(
以
後 、
「
墓
碑
文」
と
略) 、そ
し
て
も
う一
つ

が一
橋
大
学
所
蔵の
「
官
吏
履
歴
書」
(
以
後 、
「
履
歴
書」
と
略)
で
あ
る 。

前
者は
重
格の
略
歴
を
よ
く
示
す
資
料
と
して
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
き
た 。

特に
重
格
が
若
く
し
て
家を
継
ぎ 、
戊
辰
戦
争に
従
軍し
た
と
い
う
よ
う
な
履

歴
はこ
れ
ま
で
こ
の
資
料
以
外に
見
る
こ
と
が
で
き
な
かっ
た 。
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後
者の
史
料に
つ
い
て
は
その
名
称の
通
り 、
内
容
は
官
吏
と
し
て
の
履
歴

に
限
定
さ
れ
て
お
り 、
桑
名
藩
士
時
代の
履
歴
や
専
修
学
校
(
専
修
大
学の
前

身)
教
員と
し
て
の
履
歴
は
記
さ
れ
て
い
な
い 。
し
か
し 、
官
吏
と
し
て
の
履

歴
は
行
賞
や
叙
勲
も
含め
て
詳
細に
記
さ
れ
て
お
り 、
明
治一
0
年
代
以
降の

重
格の
生
涯
を
た
ど
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
と
い
え
る日 。
こ

こ
で
は
紙
幅の
関
係
上
「
墓
碑
文」
の
み
を
掲
げ
て
お
く 。

君
議
重
格 、
旧
桑
名
藩
士 、
以
嘉
永
五
年
壬
子
八
月
廿一
日
生 、
考
詳
重

周 、
以
俊
敏
好
学
為
闘
藩
所
推 、
批
日
下
部
氏 、
有
婦
徳
善
訓
其
子 、
君
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年
甫
十
五
嗣
家 、
翌
年
戊
辰
乱
起 、
君
属
藩
兵
隊 、
転
戦
各
地 、
頭
角
輯

然
始
露 、
明
治
七
年
君
随
旧
藩
主
松
平
公
赴
米
国 、
留
学
四
年
而
帰 、
無

幾
歴
任
岡
山
県
中
学
校
長
師
範
学
校
長
及
商
業
学
校
長 、
大
蔵
書
記
官 、

大
蔵
省
参
事
官 、
国
債
局
長 、
農
商
務
省
参
事
官
等 、
三
十一
年
任
高
等

商
業
学
校
長 、
兼
大
蔵
省
参
事
官 、
三
十
四
年
十二
月
叙
従
四
位、
叙
勲

四
等 、
賜
瑞
宝
章 、
君
天
資
聡
明 、
通和
漢
英
仏
各
書 、
最
遼
経
済
学、

帝
国
会
計
法
規
之
改
正
起
案 、
其
他
財
政
各
般
臨
時
調
査 、
君
毎
列
為
委

員
能
効
其
力 、
若
使
其
健
而
長
生 、
則
其
所
効
必
不
止
此
也 、
不
幸
温
逝 、

誰
不
惜
之 、
君
安
清
岡
氏
挙五
子 、
嗣
子
重
次
尚
幼 、
長
女
雪
適
竹
内
氏 、

次
女
定
未
嫁 、
余
皆
媛 、
三
十
四
年
冬、
君
病
肋
膜 、
十二
月
九
日
終
不

起 、
享
年
四
十
九、
葬
子
谷
中
盤
域 、
先
是
君
与
同
志
諸
名
士
謀
設
学
校、

専
教
授
経
済
法
律
両
科
者
廿
余
年
子
落 、
校
運
弥
進 、
専
修
学
校
之
名
大

著
罵 、
君
之
力
実
与
居
多 、
君
所
講
述 、
有
経
済
考
徴 、
支
那
貨
幣
考 、

経
済
学
要
論
等 、
又
所
訳
有
歳
計
予
算
論
等 、
皆
行
子
世 、
今
蕊
君
之
親

戚 、
来
嘱
正
武以
墓
表 、
正
武
与
君
交
久
失 、
誼
不
得
辞 、
乃
謹
表
之

明
治
三
十
五
年
十二
月

小
山
正
武
謹
撰

林
経
明
謹
書ロ

撰
者で
あ
る
小
山
正
武
は
重
格
と
同
じ
桑
名
藩
士
で 、
戊
辰
戦
争に
従
軍
後

は
大
蔵
官
僚とし
て
活
躍し
た
人
物 。
ま
た
書
者の
林
経
明
も
大
蔵
官
僚
とし

て
後
述
す
る
田
尻
稲
次
郎
や
阪
谷
芳
郎の
側
近
とし
て
力
を
発
揮し
た
人
物で

あ
る。
重
格
は
後
に
大
蔵
官
僚と
な
る
が、
彼
を
取
り
巻
く
大
蔵
省の
人々
に

よっ
て
こ
の
墓
碑
が
刻ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る。

実
は 、
重
格の
生
年
月
日
お
よ
び
出
生
地に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
はっ
き
り

し
な
い。
生
年
月
日
に
つ
い
て
は
①
墓
碑
文
に
あ
る
よ
う
に
嘉
永
五
年
(一
八

五
二)
八
月
二一
日、
②
「
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書」日
に
あ
る
嘉
永
六
年

(一
八
五
三)
八
月
二一
日、
最
後
に
③
「
履
歴
書」
に
あ
る
嘉
永
六
年一
一

月
と
い
う
三
説で
あ
る。
出
生
地
も
桑
名
生
ま
れ
と
江
戸
生
ま
れ
の
二
説
あ
る。

い
ず
れ
の
史
料
が
一止し
い
の
か
は
不
明
で
あ
る。
西
羽
氏は
そ
の
根
拠
は
明

ら
か
にし
て
い
な
い
が、
「一
部
に
嘉
永
五
年
生
ま
れ
と
も
あ
る
が、
六
年
が

正し
い
と
思
う」
と
述べ
て
い
る。
ま
た
重
格
が
亡
く
なっ
た
際 、
各
新
聞
は

卦
報
記
事を
掲
載し
た
が、
ほ
と
ん
ど
の
新
聞
で 、
重
格
を
嘉
永
六
年
二
月、

江
戸
生
ま
れ
とし
て
い
た。
唯一
『二
六
新
報』
だ
け
が
嘉
永
五
年
八
月
生
ま
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れ
とし
て
い
る。

し
かし
後
年、
重
格が
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
際、
外
務
省が
発
行し
た
海

外
渡
航
証の
控に
は
「
齢
二
十二
年一
ヶ
月」
と
あ
る。
後
述
す
る
が、
重

格が
ア
メ
リ
カ
に
渡
航
す
る
の
は
明
治
七
年の
こ
と
で
あ
る。
こ
こ
に
書
か
れ

た
年
齢が
「
満」
な
の
か
「
数え」
な
の
かとい
う
問
題
に
つ
い
て
は、
こ
の

時
に一
緒に
ア
メ
リ
カ
に
留
学し
た
桑
名
藩
主
・

松
平
定
教の
海
外
渡
航
証の

控か
ら
類
推
す
る
と 、
定
教は
安
政
四
年
(一
八
五
七)
四
月
二
三
日
生ま
れ、

明
治
七
年一
O
月
八
日
に
発
行、
「
齢
十
七
年
五
個
月」
と
あ
る
た
め、
こ

の
渡
航
証の
控の
年
齢
は
「
満」
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。
つ
ま
り

重
格の
生
年
月
日
は
こ
の
渡
航
証の
控
か
ら
換
算
す
る
と 、
「
墓
碑
文」
に
あ

る
嘉
永
五
年
八
月
と
い
う
こ
と
に
な
る。



ま
た
重
格
と
い
う
名
前の
ヨ
ミ
で
あ
る
が、
同
じ
く
渡
航
証の
控に
は
「シ

ケ
夕、」
と
あ
り 、
こ
の
こ
と
か
ら
現
在
専
修
大
学
で
は
「し
げ
た
だ」
と
読

ん
で
い
る
が、
ご
子
孫の
方々
か
ら
は
「
じゅ
う
か
く」
と
呼ん
で
い
た
と
い

う
よ
う
な
お
話
をい
た
だ
い
た。
重
格の
三
男で
あ
る
重
次の
ヨ
ミ
が、「
じゅ

う
じ」
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば、
「
じゅ
う
か
く」
と
い
うヨ
ミ
で
あっ

た
こ
と
も
十
分に
考
え
ら
れ
る。

こ
の
よ
う
に
重
格の
ヨ
ミ 、
生
誕
地 、
生
年
月
日
は
未
だ
に
よ
く
わ
かっ
て

い
な
い。
今
後
も
こ
の
点に
つ
い
て
は
調
査
を
続
け
る
必
要が
あ
る
だ
ろ
う。

3.

桑
名
藩
と
戊
辰
戦
争
ー

北
越
・

東
北
戦
争
と
駒
井
重
格
ー

章一
格の
幼
少
期に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
わ
かっ
て
い
な
い。
ど
の
よ
う
な
教

育
を
受
け
たの
か 、
ど
ん
な
子
供
時
代だっ
たの
か 、
現
在の
と
こ
ろ
全
く
不

明
で
あ
る。
「
墓
碑
文」
に
「
君
年
甫
十
五
嗣
家 、
翌
年
戊
辰
乱
起 、
君
属
藩

兵
隊 、
転
戦
各
地」
と
あ
る
よ
う
に、
生
年
月
日
を
「
墓
碑
文」
に
あ
る
嘉
永

五
年
と
す
る
な
ら
ば 、
慶
応
三
年
(一
八
六
七)、
一
五
歳
(
数
え)
で
家
督

を
継
ぎ 、
戊
辰
戦
争に
桑
名
藩
兵の一
員
とし
て
参
戦し
た
こ
と
が
判
明
す
る

の
み
で
あ
る。
し
か
も
「
小
伝」
で
は
「
駒
井
先
生
は 、
鳥
羽
伏
見の
緒
戦
に

は
当
然
参
加し
た
で
あ
ろ
う
が、
そ
の
後の
足
跡に
つ
い
て
は 、
今ま
で
の
と

こ
ろ
全
然
わ
かっ
て
い
な
い」
と
あ
る。

し
かし
今
回の
調
査
に
よっ
て 、
戊
辰
戦
争に
お
け
る
重
格の
足
取
り
に
つ

い
て
新
た
に
判
明し
たこ
と
が
い
くつ
か
あ
る。
そ
れ
を
踏ま
え
た
う
えで
桑

名
藩
軍の
動
き
を
追っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
な

幕
末 、
京
都に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
たし
た
「一
会
桑
元
の一
つ
桑

名
藩
は 、
戊
辰
戦
争に
お
い
て
も 、
徳
川
幕
府
軍の
主
力
とし
て 、
会
津
藩と

と
も
に
新
政
府
軍
と
戦っ
た。

と
はい
え 、
幕
府
軍
が
鳥
羽
・

伏
見の
戦い
で
大
敗
を
喫し、
桑
名
藩
主
・

さだあき

松
平
定
敬が
将
軍
徳
川
慶
喜ら
と
と
も
に
江
戸
に
向かっ
た
後の
藩
内の
意
見

は 、
定
敬の
意
見
を
取
り
入
れ、
新
政
府
軍と
戦い
続
け
る
か 、
そ
れ
と
も
形

勢
有
利な
新
政
府
軍に
従
う
か
の
二
つ
に
分
か
れ
る。
一
旦
は 、
藩
主
と
と
も

に
幕
府
軍で
戦
う
こ
と
に
決定
さ
れ
た
が、
そ
の
後
も
意
見の
対
立
は
続
き 、

藩
主の
い
な
く
なっ
た
桑
名
城
は 、
先
代
当
主
・
定
猷の
遺
児
・
万
之
助
(
後

の
定
教)
を
当
主に
し
て
新
政
府に
従
お
う
とし
た
者
た
ち
に
よっ
て
明
け
渡

さ
れ
る
こ
と
と
なっ
た。
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そ
の一
方
で 、
定
敬
は
桑
名
藩
飛
び
地
領の
越
後
柏
崎へ
赴
く 。
定
敬に
従

う
藩
士
た
ち
は 、
柏
崎
に
集
結し、
北
陸
・

東
北
地
方で
新
政
府
軍と
激し
い

戦い
を
繰
り
広
げ
るの
で
あ
る。
こ
の
よ
う
に
桑
名
藩
内の
動
向
は
幕
府
側に

つ
い
て
参
戦し
た
会
津
藩や
圧
内
藩
な
ど
と
同
様に
藩内一
致で
戦い
に
向かっ

た
訳で
は
な
かっ
た。

桑
名
藩
は
鳥
羽
・

伏
見の
戦い
か
ら
始ま
る
戊
辰
戦
争に
当
初
か
ら
軍
を
派

遣し
て
い
た
が、
重
格の
名
前が
史
料
上
確
認
で
き
る
の
は 、
慶
応
四
年
(一

八
六
八)
閏
四
月
に
定
敬
が
柏
崎の
地に
お
い
て
軍
制
改
革
を
断
行し
誕
生
す

る
「
雷
神
隊」
「
致
人
隊」
「
神
風
隊」
「
大
砲
隊」
の
う
ち
「
神
風
隊」
隊
士

の
な
か
に
み
え
る
御
馬
廻
「
駒
井
強
介
九
か
ら
で
あ
る。
そ
れ
以
前の
鳥
羽・

伏
見の
戦い、
宇
都
宮
城の
戦い
など
に
参
戦し
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
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桑
名
藩
軍の
柏
崎
か
ら
の
行
程
に
つ
い
て
は
「
行
動
略
図」
の
通
りで
あ
る

が、
重
格
が
属し
た
「
神
風
隊」
は
鯨
波
(
新
潟
県
柏
崎
市) 、
朝
日
山
(
同

小
千
谷
市)
な
ど
北
越
戦
争
を
戦い、
会
津
若
松の
戦い
を
経
て、
寒
河
江

(
山
形
県
寒
河
江
市)
に
おい
て
新
政
府
軍
と
激し
くぶ
つ
か
り
あ
う。
そし

て
負
傷し
た
多
くの
仲
間
た
ち
と
日
本
海
側に
逃
れ
る
も、
大
山
(
山
形
県
鶴

岡
市)
で
謹
慎し、
翌
年
帰
藩の
途
に
つ
い
た
の
で
あ
る。

寒
河
江 、
そし
て
大
山に
お
け
る
桑
名
藩
軍の
動
向
を
簡
単に
振
り
返
る
と、

明
治
元
年
(一
八
六
八)
九
月
二
O
日
払
暁 、
寒
河
江
に
お
い
て、
庄
内
藩
・

桑
名
藩
を
中
心
とし
た
徳
川
幕
府
軍 、
米
沢
藩
・
薩
摩
藩を
中
心
とし
た
新政

府
軍が
激
突し
た。
当
初
は
寒
河
江
市
街に
お
い
て
争っ
た
が、
数に
劣る
幕

府
軍は
次
第に
退
却を
余
儀な
く
さ
れ、
長
岡
山に
立
て
こ
も
り 、
陣
を
敷
く 。

こ
こ
に
お
い
て両
軍か
ら
多
数の
犠
牲
者
を
出し
た
「
長
岡
山の
激
戦」
と
呼

ば
れ
る
戦い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
たの
で
あ
る。

こ
の
寒
河
江
に
お
け
る
戦い
で
亡
く
なっ
た
桑
名
藩
士一
八
名の
墓
が
寒
河

江
市
内の
陽
春
院に
残っ
て
い
る。
こ
れ
は
当
時の
陽
春
院
住
職
・

大
観和
尚

が
弔い
の
た
め
に
戦
死
者の
遺
骸
を
寺
院に
埋
葬し
て
い
た
こ
と
を
知っ
た
松

平
定
敬
と
旧
藩
士
二
四
人
が、
七
回
忌
に
あ
た
る
明
治
八
年
(一
八
七
五)
七

月
に
境
内に
墓
碑
を
建
立し、
彼
ら
の
名
前
を
刻
ん
だ
もの
で
あ
る。

寒
河
江
で
の
敗
戦で
多
くの
負
傷
者を
出し
た
圧
内
・
桑
名
藩
軍
は 、
庄
内

藩
領
・

鶴
岡へ
と
向か
う。
し
かし
九
月
二
二
日、
会
津
鶴ヶ
岡
城
が
開
城 、

藩
主
・

松
平
容
保が
新
政
府
軍に
投
降し
た。
そし
て
同
月
二
五
日に
庄
内
藩

主
・
酒
井
忠
篤
も
投
降し
た
た
め、
桑
名
藩
軍
も
と
も
に
投
降し、
こ
こ
に
桑

名
藩
主
力
軍の
戊
辰
戦
争
は
終
結
す
るげO

投
降し
た
藩
上
た
ち
は
鶴
岡
城
下
か
ら
少し
離
れ
た
大
山
で
謹
慎
す
る
こ
と

と
なっ
た。
大
山
は 、
幕
府の
天
領
とし
て、
ま
た
秋
田
と
新
潟
を
結ぶ
羽
州

浜
街
道の
宿
駅
とし
て発
展し、
酒 、、つ
く
りの
盛
ん
な
地
域
で
も
あっ
た。
こ

の
大
山
謹
慎の
桑
名
藩
士の
な
か
に
駒
井
重
格
もい
た。

「
桑
名
藩
兵
宿
割
帳」日
や
「
桑
名
様
御
人
数
調」ω
に
よ
る
と
重
格は
「
小

布
袋
屋
金
右
衛
門」
宅
に
桑
名
藩
士
を
含め
た
二
七
人
と
と
も
に一
O
月一
八

日
か
ら
止
宿し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
ま
た
重
格は
負
傷し
て
い
た
らし
く 、

大
山に
滞
在し
て
い
た
桑
名
藩
負
傷
兵
四
九
人
を
治
療
す
る
た
め
に
使
用し
た

薬の
種
類
お
よ
び
数
量
が
書
か
れ
た
史
料
「
桑
藩
御
数
人
病
人
取
扱
薬
数
調

帳
、
に
よ
る
と
散
薬
五
包
と
水
薬
三
本
が
与
え
ら
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
桑
名
藩
士
約一
七
O
名
は 、
寺
院
や
村
役
人
な
ど
の
家に
分
宿

し
な
が
ら 、
時
に
は
傷の
手
当
や
夜
具・
布
団の
提
供
を
受
け
る
な
ど 、
村
民

た
ち
に
よ
る
手
厚い
保
護
を
受
け 、
翌
明
治
二
年二月
末ま
で
逗
留し
た。

重
格
が
属し
た
「
神
風
隊」
の
隊
長で
あ
り 、
小
布
袋
屋
金
右
衛
門
宅
に
て

重
格
と
同
宿し
て
い
た
町
田
老
之
丞
が
書
き
残し
た
子
記
「
老
之
丞
手
記
、

に
は
戊
辰
戦
争
時の
「
神
風
隊」
の
動
向
や
大
山
謹
慎
中の
様
子 、
そし
て
大

山
か
ら
東京
へ
の
道
中
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り 、
そ
れ
に
よ
る
と
こ
月一
日
に

大
山
を
出
立し、
東
京へ
向かっ
た
と
あ
る。
重
格
も
同
行
程
を
た
どっ
た
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。
約
六ヶ
月
の
大
山
逗
留
で
あっ
た
こ
と
も
あ
り 、
「
老

之
丞
手
記」
に
は
「
旅
宿ノ
者
共
別レ
ヲ
惜ム
事
親
友一一
不
異 、
情
義ノ
厚キ
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事
可
感」
と
こ
の
地の
人々
へ
の
情の
厚
さ
に
感
激し
て
い
る
文
章
も
見
ら
れ

る。そ
の
ほ
か
こ
の
手
記に
は
大
山
滞
在
中の
様
子
が
書
か
れ
て
お
り 、
大
山
に

は
病
院
が
あっ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る。

大
山ニ
我
藩ノ
病
院ア
リ 、
此
力、
リニ
大
山
旧
来ノ
医
師
栗
本
道
意 、

枠
節
庵ノ
両
人
ナ
リ 、
親
道
意ハ
温
順ノ
人 、
枠
節
庵ハ
頗ル
煉
慨
家一一

シ
テ 、
英
学
ヲ
横
浜一一
テ一
ヶ

年ホ
ト
羽目ヒ 、
薬モ
出
来ル
様
子
ナ
リ 、

越
後
路れ
出
張イ
タシ
居 、
余
等
知
己
ナ
リ 、
病
人
ノ
世
話ハ
勿
論 、
我

輩ノ
義
気ヲ
慕ヒ 、
屡
招カ
レ
種々
馳
走ス
ル事
実
情
顕レ
タ
リ 。
病
人

ノ
小
遣
ト
テ
金
五
拾
両ヲ
病
院-一
附ス

駒井重格の軌跡 「駒井主主格先生小伝」再考

こ
の
文
章
か
ら
は
こ
の
病
院
は
桑
名
藩が
建
て
た
病
院な
の
か 、
桑
名
藩
士

の
た
め
の
病
院
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が、
横
浜
で
英
学
を
学ん
だ
医
師
た
ち

が
患
者
を
診て
い
た
こ
と、
ま
た
彼
ら
が
病
院の
世
話だ
け
で
な
く 、
桑
名
藩

士
た
ち
を
招い
て
御
馳
走
を
ふ
る
まっ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
こ
の
よ
う
に

大
山
で
は
多
くの
人々
が
桑
名
藩の
人々
に
同
情
的
で
あっ
た
こ
と
を
町
田の

手
記
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る。
敗
残
兵と
い
う
立
場で
は
あっ
た
が、
大
山

の
人々
へ
の
感
謝の
気
持
ち
は
お
そ
ら
く
璽
格の
気
持
ち
も
町
田
老
之
丞
と
同

様で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。

4.

ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
ー

桑
名
藩
主
・

松
平
定
教
と
駒
井
重
格

明
治
四
年
(一
八
七一)、
重
格
は
旧
藩
主
・

松
平
定
教と
と
も
に
上
京
す

る。
そ
の
目
的
は
英
語
を
学ぶ
た
め
で
あっ
た。
明
治
初
年、
新
政
府
は
欧
米

の
最
新の
制
度
や
文
化の
導
入
を
目
的に、
将
来
有
望
な
若
者
た
ち
だ
け
で
な

く 、
多
くの
華
族
や
旧
藩
主
た
ち
に
も
海
外
留
学
を
奨
励し
て
い
た。
こ
の
時

期 、海
外
へ
旅
立っ
た
人々
は
五
O
O
人
を
優に
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る。

桑
名
藩
も
こ
の
よ
う
な
時
流
に
遅
れ
を
と
る
ま
い
と、松
平
定
教の
ほ
か 、

随
行
員とし
て
何
人
か
の
若
者
を
留
学さ
せ
る
こ
と
と
なっ
た。
そ
の
選
ば
れ

た
若
者の
な
か
に
重
格が
い
た。

彼
ら
は
ま
ず 、
横
浜に
おい
て
英
学
修
業
を
始め
る。
こ
の
時 、
彼
ら
桑
名

藩
士
た
ち
の
教
師と
なっ
たの
が
ブ
ラ
ウ
ン
で
あ
る。
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S
・
R・
ブ
ラ
ウ
ン
∞

R55-問。σ
E
E
∞
5ヨロ
は 、
安
政
六
年
(一

八
五
九)、

キ
リス
ト
教
伝
道
の
た
め
に
来
日
す
る。
元
治
元
年
(一
八
六
四)

に
は
横
浜
英
学
所で
英
学
教
授と
な
る
も 、
慶
応
三
年
(一
八
六
七)
に
帰
国 。

一一
年
後の
明
治二
年の
再
来
日
後は
新
潟
英
学
校
(
現
・
北
越
学
館)
教
授に、

そ
の
翌
年には
修
文
館
(
後の
横
浜
市
学
校)
に
招
か
れ
て
横
浜
に一戻
る。
英

学
修
業を
志し
た
定
教 、
重
格 、
後
述
す
る
諏
訪
頼
敏
ら
が
ブ
ラ
ウン
に
出
会っ

た
の
は 、
横
浜
市
学
校
教
師
時
代
で
あっ
た。

明
治
六
年
(一
八
七
三)、
ブ
ラ
ウ
ン
が
市
学
校
を
辞
す
る
と 、
彼
ら
は
ブ

ラ
ウ
ン
に
私
塾
を
開い
て
自
分
た
ち
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
懇
願
す
る。
こ

の
説
得に
応
じ
て
ブ
ラ
ウ
ン
が
自
宅に
聞い
た
の
が
ブ
ラ
ウ
ン
塾
で
あっ
た。

こ
の
間の
事
情
を
塾
生
で
も
あっ
た
植
村
正
久
は
次の
よ
う
に
述べ
て
い
る。



こ
の
家
塾
(ブ
ラ
ウ
ン
塾 、
筆
者
註)
の
開
設に
最
も
尽
力し
た
る
は、

旧
桑
名
藩
主
松
平
定
教
を
始め
とし、
同
藩
士
駒
井
重
格 、
諏
訪
頼
敏 、

三
輪
信一
郎 、
松
浦
岳
蔵
及
び
井
深
梶
之
助
等な
りし
が、
ブ
ラ
ウ
ン
は 、

遂に
学
生の
懇
望
黙
止し
が
た
く、
己
れ
の
住
宅
(
山
手一一一
一
番)
裏

手に
新
築せ
る
書
斎を
教
室
に
充
て
て、
二家
塾
を
開
設
する
に至
りぬn o

ブ
ラ
ウ
ン
塾
に
は一
五
代
加
賀
金
沢
藩
主
で
あ
り 、
後に
岩
倉
使
節
団に
随

行し
イ
ギ
リス
留
学
す
る
前
田
利
嗣 、
廃
娼
運
動な
ど
に
尽
力し
たジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
嶋
田
三
郎 、
先
に
挙
げ
た
明
治
大
正
期の
キ
リス
ト
教
指
導
者
とし

て
名
高い
植
村
正
久な
ど
多
くの
人々
が学
ん
で
い
る。
そし
て
こ
の
ブ
ラ
ウ

ン
塾
が
現
在の
明
治
学
院
大
学の
源流の
一
つ
と
なっ
て
い
る。

横
浜
修
業
時
代 、
そ
の
後ア
メ
リ
カ
に
留
学し
た
桑
名
藩
主
お
よ
び
藩
士
た

ち
を
費
用の
面で
支
え
た
の
が、
戊
辰
戦
争
時
に
函
館
を
脱
出
す
る
定
敬
を
援

助
す
る
な
ど
桑
名
藩に
ゆ
か
りの
あ
る
横
浜の
商
人
・

平
松
屋
(
金
子)
寅
吉

で
あっ
た
と
い
わ
れ
て
い
る。
重
格
も
横
浜
時
代 、
平
松
屋
に
下
宿し
て
い
た

が、
平
松
屋
については
現
在
も
不
明な
点が
多い。
石
井
勇
次
郎の
「
戊
辰
戦

争
見
聞
略
記
、
に
は
平
松
屋
に
つ
い
て
次の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る。

亦
寅
吉ナル
者ハ
元
我
領
地ノ
北
越
苅
羽
郡
柏
崎
在
新
道
村ノ
産一一
シ
テ 、

君
公
御
役
中 、
御
草
履
役
ヲ
役セ
シ
也 。
今
横
浜一一
住
居シ
テ
皆
者
ヲ
商

フ
忠
志
者
也 、
君
公
函
館-一
在ラ
セ
ラ
ル
ヲ
聞ヤ
大一一
心
痛シ 、
何
ト
カ

尽
力シ
テ
御
進
退
ヲ
定卜
欲シ 、
進ノ
此
地一一
渡
海
ヲ
シ
大-一
尽
力シ 、

後チ
是カ
為一一
航ス
ル
ノ
艦ヲ
得
タ
リ

こ
れ
に
よ
る
と
平
松
屋
は
も
と
も
と
定
敬の
草
履
取
り
をし
て
い
た
と
あ
る。

こ
の
時
期 、
横
浜に
居
住し
て
唐
物
商とし
て
活
躍し
て
い
る
こ
の
人
物
が
定

敬の
函
館
脱
出の
際
や
定
教の
海
外
渡
航の
際の
費
用
を
用
立
て
て
い
たの
で

は
な
い
かとい
わ
れ
て
い
る
が、
詳
細
は
不
明で
あ
る。

そ
の
後 、
一
行
は
明
治
七
年、
ア
メ
リ
カへ
出
発
す
る。
こ
の
出
発
直
前の

一
二
月
二一
日
に、
父
・

重
周に
宛て
た
書
簡μ
が
残っ
て
い
る。
そ
の
内
容

は
二一
日
夕
方に
船に
乗
り
込
み 、
二
二
日
に
出
発
す
るの
で 、
寒さ
厳し
き

折ご
自
愛
く
だ
さ
い
と
い
う
家
族の
安
否
を
気
遣
う
も
の
で
あっ
た。
重
格二

一
歳の
時で
あ
る。
こ
の
時 、
ブ
ラ
ウ
ン
が
ア
メ
リ
カ
のニ
ュ
l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
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州ニ
ュ
l
プ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
に
暮
ら
す
牧
師
・フェ
リス
に
宛
て
た
重
格の

紹
介
文
が
残っ
て
お
り 、
や
や
長
文で
は
あ
る
が
紹
介
す
る。

過
去二
年
間、
わ
たし
の
も
と
で
学ん
だ
生
徒で 、
研
究の
た
め 、
合
衆

国に
渡
航
す
る
駒
井
君に
託し、
こ
の
手
紙を
差し
上
げ
ま
す 。
同
君は 、

先
月、
P
・M
・S-
汽
船の
グ
レ
ー
ト
・
リパ
ブリッ
ク

号で 、
当
港

を
出
帆し
た
松
平
と
い
う
青
年の
友
人
で
す 。
駒
井
は 、
以
前 、
伊
勢の

桑
名の
大
名、
松
平の
家
臣の
ひ
と
り
でし
た。
ミ
セ
ス
・
プ
ラ
イ
ン

[
訳
者
注
横
浜
共
立
学
園の
創
立
者の
ひ
と
り]
が
言
わ
れ
る
に
は、

松
平に
あ
な
た
あ
て
の
紹
介
状
と 、
パ
l
テ
リ
l
・ス
トッ
プ
六
番
館の



ル
イ
ス
・ア
ン
ド
・ハ
1
ト
商
会の
フ
ァ
ンニ
ン
グ
氏に
あ
て
た
紹
介
状

と
を
渡し
て
お
い
た
そ
う
で
す 。
わ
たし
は 、こ
れ
ら
両
名の
青
年
紳
士

に
深い
興
味を
もっ
て
い
ま
す 。
駒
井は一
八
歳で 、
松
平
は一
七
歳で

す 。
ふ
た
り
と
も
ア
メ
リ
カ
に
ほ
ぼ
叩
年
間
も
と
ど
ま
り 、
日
本に
帰
る

前に
大
学を
卒
業し
たい
意
向で
す 。
ふ
た
りは 、
い
ず
れ
も
善
良で
りっ

ぱ
な
青
年
で
す 。
ど
う
か
両
人
に
対し、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
中、
特
別の

ご
配
慮
に
あ
ず
か
り
た
く 、
お
願い
申し
上
げ
ま
す 。
駒
井
は 、
な
か
な

か
明
敏
な
青
年
で
す 。
:::

(
文
字
不
明)
:::

健
康で
す
が:::
に
な

や
ま
さ
れ
て
い
ま
す 。
松
平
も
熱
心
な 、
忠
実
な:::
で 、
た
と
え 、本

人
は:::
で
あ
る
が、
必
ず
教
育を
受
け
て
く
る
でし
ょ
う。
駒
井に
は 、

ニ
ュ
!
プ
ラ
ン
ズ
ウィ
ッ
クへ
行
く
よ
う
勧め
て
お
き
まし
た。ぉ

駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考

紹
介
状
とい
う
性
質
上、
二
人
を
誉め
あ
げ
て
い
る
点
は
あ
る
か
と
思
わ
れ

る
が、
当
時の
重
格の
人
と
な
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う。
こ
の
書
簡

を
フェ
リス
に
渡
す
た
め
に
ア
メ
リ
カ
到
着
後の
二
人
は
ま
ずニ
ュ
1
プ
ラ
ン

ズ
ウィ
ッ
ク
に
向
かっ
た
と
思
わ
れ
る。

当
時の
留
学
生の
多
く
は
ま
ず
大
学に
入
学
す
る
前に、
入
学に
必
要
な
学

力
を
養
う
た
め
に
英
語
や
数
学
を
学ん
で
い
た
が、
そ
の
代
表
的な
学
校
とし

て
ラ
ト
ガ
!
ス
大
学の
付
属
予
備
校 、
ニ
ュ
l
ブ
ラン
ズ
ウィ
ッ
ク
・ア
カ
デ

ミ
ー

が
あっ
た。
二
人
も
こ
の
学
校に
学
び、
そし
て
そ
の
後 、
明
治一
O
年

(一
八
七
七)、
松
平
定
教と
駒
井
重
格
は
ラ
ト
ガ
l
ス
大
学に
入
学し、
定
教

は
理
学
を、
重
格は
経
済
学
を
学ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る。
た

だし
重
格の
「
履
歴
書」
に
は
「
米
国-一
渡
航 、
中
学一一
入
リ

後 、
同
国
私
立

学
校一一
於テ
経
済
学
修
業」
と
あ
る
の
み
で
学
校
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い。

ラ
ト
ガ
l
ス
大
学
問己仲間。
E
C
E〈⑦円ωEU1
はニ
ュ
!
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
に

あ
る
州
立
大
学で、
一
七
六
六
年に
創
立
さ
れ
た
全
米で
八
番
目に
古い
歴
史

を
もっ
大
学で
あ
る。
幕
末
か
ら明
治に
か
け
て、
ラ
ト
ガ
i
ス
大
学
お
よ
び

大
学
附
属の
予
備
校一一
ュ
1
ブ
ラン
ズ
ウィ
ッ
ク
・ア
カ
デ
ミ
ー
は
多
くの
日

本
人
留
学
生
を
受
け
入
れ、
ま
た
大
学
側
も
日
本に
教
師
を
派
遣
す
る
な
ど 、

日
本の
近
代
化に
大
き
く
貢
献し
た。

定
教
や
重
格が
学ん
だ
前
後の
時
期 、
ニ
ュ
l
プ
ラン
ズ
ウィ
ッ
ク
・ア
カ

デ
ミ
ー
に
は
後に
親
友
と
な
る
専
修
大
学
創
立
者の一
人
・
田
尻
稲
次
郎 、
岩

倉
具
視の
子
息
で
あ
る
具
定・
具
経
兄
弟 、
後に
東
京
帝
国
大
学
総
長と
な
る

山
川
健
次
郎ら
が、
ラ
ト
ガ
l
ス
大
学に
は
旧
信
州
上
田
藩
主
・

松
平
忠
礼の

弟
・

忠
厚
や
元
海
援
隊
隊
士
・
白
峰
駿
馬
な
ど
が
学ん
で
お
り 、
日
本
人
留
学

生
に
よ
るコ
ミュ
ニ
ティ
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る。

ま
た、
先の
書
簡
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に、
ブ
ラ
ウ
ン
もニ
ュ
l
プ
ラ
ン
ズ

ウィ
ッ
ク
行
き
を
勧め
て
い
る
よ
う
に
ラ
ト
ガ
l
ス
大
学
と
の
関
係が
深
く 、

ブ
ラ
ウ
ン
に
学ん
だ
多
くの
日
本
人が
ラ
ト
ガ
l
ス
大
学に
入
学し
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
状
況
も
あっ
て、
定
教
や
重
格
は
ラ
ト
ガ
l
ス
大
学
に
入
学し
た

の
で
あ
ろ
う。

重
格
は
こ
こ
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
相
馬
永
胤
・
田
尻
稲
次
郎
・
目
賀
田
種
太

郎
と
い
う、
後に
と
もに
専
修
大
学
を
創
立
す
る
仲
間の
ほ
か 、
多
くの
日
本

人
留
学
生
た
ち
と
出
会
う。
彼
ら
は
異
国の
地
で
自
ら
が
得た
知
識
を、
故
郷



の
若
者
た
ち
に
伝
え 、
近
代
国
家の
建
設
を
担
う
人
材を
育て
る
こ
と
を
願い、

学
校の
設
立
を
語
り
合っ
た。

相
馬
永
胤の
在
米
中の
日
記ぉ
に
は
重
格の
名
前が
登
場
す
る。
例
え
ば
明

治一
一
年
(一
八
七
八)
四
月
二
八
日
条に
は
「
駒
井
君が
田
尻の
下宿
に
滞

在し
て
い
る
の
で 、
午
後
僕は
田
尻の
家
に
いっ
た」
(
原
文
は
英
文)
と
あ

る。
ま
た「
相
馬
永
胤
翁
懐
旧
記
、
に
も
「
予
ネ
テ
在
米
中
田
尻
・

駒
井
氏
等

ト
相
談シ
タル
如
ク 、
邦
語ヲ
以
テ
法
律・
経
済ノ
学ヲ
教
授ス
ル」
と
あ
り 、

ア
メ
リ
カ
留
学
中に
彼
ら
は
学
校
設
立
に
つ
い
て
具
体
的な
話し
合い
をし
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る。

重
格の
帰
国
時
期に
つ
い
て、
「
百
年
史』
に
は
「
お
そ
ら
く
田
尻
と
と
も

に
明
治
十二
年
八
月
に
帰
朝」
と
あ
る。
「
履
歴
書」
に
も
「人エ
(
明
治)
十

二
年
帰
朝」
と
あ
る
が、
重
格の
海
外
渡
航
証の
控
に
は
異
筆で「
(
明
治)

十一
年
十二
月
帰
朝 、
十二
月
廿
六
日
返
納」 、
同
行し
た
定
教の
海
外
渡
航

証の
控に
も
「
十一
年
十一
月
八
日
帰、
人工
十二
月
十
三
日
返
納」
と
あ
る。

重
格
と
と
も
に
帰
国し
た
と
思
わ
れ
る
定
教の
帰
国
時
期に
つ
い
て
さ
ら
に
述

べ
る
と 、
相
馬
永
胤の
明
治一
O
年
六
月
五
日の
日
記
に
は
「
清
水
(
篤
守) 、

朝
比
奈
(一) 、
松
平
(
定
教) 、
森
(
不
明) 、
妻
木
(
頼
黄)
を
駅
に
見
送

る」
(カ
ッ
コ
内
は
筆
者)
と
あ
り 、
こ
の
記
事
を
信
用
す
る
と
定
教の
帰
国

は
明
治一
O
年
六
月
と
な
るおO

定
教が
政
府に
対し
て
提
出し
た
留
学
願
を
次
に
掲
げ
る。

北
亜
米
利
加パ
留
学
願

第
五
大
区一
小
区

華
族従

五
位
松
平
定
教

右呂
昨
年二
月
中、
向一一
ヶ

年
間
横
浜
表一一
於テ 、

英
学
修
行
願
済ニ
テ

留
学
罷
在
候
処 、
今
般
更-一
自
費
ヲ
以
テ
北
亜
米
利
加
国
新
約江
出
発、

向ゴ一ヶ
年
間
同
国
中ニ
テ
英
学
修
行
奉
願
度
旨
申
越
候 、
此
段
私ヨ
リ奉

願
候
也

留
守
心
得

第
四
大
区
五
小
区

定
教
養
兄

華
族
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松
平
定
敬
⑮

明
治
七
年
九
月

東京
府
知
事

大
久
保一
翁
殿m

こ
の
史
料
に
よ
る
と 、
定
教の
留
学
期
間
は
三
年
間、
明
治
七
年
に
留
学し

て
い
る
こ
と
を
考え
る
と
明
治一
O
年に
帰
国し
て
い
て
も
お
かし
く
は
な
い。

さ
ら
に、
彼ら
が
学
士
号を
取
得し
て
い
た
か
ど
う
か
も
実は
不
明で
あ
る。

一
九
二ハ
年
に
発
行
さ
れ
た
ラ
ト
ガ
l
ス
大
学の
卒
業
生
名
簿
と
も
い
え
る

『の〉寸〉「OCC目
。『
寸回目
。『『目。目見∞
〉Zロ
〉Fd
ζZH
O『

河口→c目見∞
のO「F目。閏(O閉山円(UHZ〉「「J1
pd回目Z .∞
のCFF目。目)



-Z
Z
目当
回同dz∞
項目。同
Z-FH・
コ。。
→0
5
5』ω
に
は
松
平
定
教
お

よ
び
駒
井
重
格の
名
前を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い。
両
者
と
も
卒
業
はし
て
い

な
い
もの
と
思
わ
れ
る
3

こ
の
時
期の
「
海
外
渡
航
証」
が
現
在のパ
ス
ポ
ー
ト
ほ
ど
入
国
帰
国
記
録

とし
て正
確
を
期し
て
い
た
か
は
不
明で
あ
る
が、
彼
ら
の
帰
国
時
期に
つ
い

て
も
こ
の
よ
う
に
諸
説
あ
る
こ
と
を
明
記し
て
お
く
必
要が
あ
る
だ
ろ
う。

な
お 、
こ
の
留
学
中の
明
治
八
年、
駒
井
家
は
重
格の
名
前
で
三
重
県に
対

し
て
家
禄の
返
還
を
申し
出て
い
る。
重
格の
名
前で
提
出し
た
理
由
とし
て

は、
す
で
に
家
督を
継い
で
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
が、
還
禄の
理
由に
つ
い
て

は
はっ
き
りし
な
い。
「
還
禄ノ
輩
願
書
綴
句
を
見
る
と
こ
の
時
期
多
くの
旧

藩
士
た
ち
が
家
禄
返
還
を
行っ
て
い
る。
お
そ
ら
く
明
治
八
年
九
月
に
発
行
さ

れ
た
金
禄
公
債
を
受
け
取る
た
め
と
思
わ
れ
る
が、
以
後 、
重
格
は
三
重
県
士

族
で
は
な
く 、
東
京
府
士
族と
い
う
肩
書
き
を
用い
て
い
る。

駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考一

5.

専
修
学
校
の
誕
生
と
創
立
者
・

駒
井
重
格

帰
国
後の
重
格は 、
相
馬
・
田
尻
・
日
賀田
ら
と
同
じ
家に
暮
らし、
経
済

学
書の
翻
訳を
進
め
な
が
ら 、
ア
メ
リ
カ
で
夢
見
た
学
校
建
設に
向
け
て
動
き

出
す 。明

治一
二
年
(一
八
七
九)

駒
井
氏が
来て、
我々
は
学
校の
設
立
計
画に
つ
い
て
話し
合っ
た。
我々
は

買い
た
い
と
望
ん
で
い
た
家を
見
に
行
き、
契
約
者
に
会い
に
出
か
け
た」

(
原
文
は
英
文)
と
あ
る。
こ
こ
に
書
か
れ
た
「
家」
と
は
目
賀
田
と
相
馬
が

二
月
三
日の
相
馬の
日
記
に
は
「
田
尻
氏 、

開
設し
た
南
紺
屋
町
(
現
・
中
央
区
銀
座)
の
法
律
事
務
所で
あ
り 、
こ
の
建

物の
二
階に
重
格と
田
尻
が
住
む
こ
と
に
なっ
たの
で
あ
る。

ま
た、
帰
国
後の
重
格の
動
向
を、
明
治
後
期
か
ら
昭和
前
期に
か
け
て活

躍し
た
経
済
史
家
・

平
沼
淑
郎
は
次の
よ
う
に
書
き
残し
て
い
る。

小
生
が
経
済
学の
学
習
を
始め
た
の
は 、
明
治
十一一
年
よ
り
三
年に
か
け

て
の
こ
と
で 、
今
日の
第一
高
等
学
校の
前
進
東
京
大
学
予
備
円で
あ
っ

た。
講
師は 、
今の
伯
爵金
子
堅
太
郎
先
生
で 、
フォ
lセッ
ト
(同
g
ミ

司
21
22)
の
「
経
済
原
論」
を
教
科
書
とし
て
採
用
さ
れ
た。
金
子
先

生
は
中
途
眼
疾の
た
め
に
職
を
辞せ
ら
れ、
故
駒
井
重
格
先
生
が
こ
れ
に

代
ら
れ
た。
こ
れ
が
小
生の
経
済
学
学
習の
所
謂
手
解
き
と
も
称
すべ
き
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もの
で
あっ
た。ぉ

平
沼の
記
憶
に
よ
る
と 、
重
格は
東
京
大
学
予
備
門に
おい
て
経
済
学の
講

義
を
行っ
て
い
る
が、
「
小
伝」
に
よ
れ
ば、
金
子
堅
太
郎
が
講
師
をし
て
い

た
こ
と
は
確
認
で
きる
が
、

重
格に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
かっ
た
と
あ
る。

正
規の
講
師で
は
な
かっ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が、こ
の
時
期 、
経
済
学
を
講

じ
る
こ
との
で
き
た
日本
人
は
限
ら
れ
て
お
り 、
ほ
ん
の一
時
期で
あっ
て
も

重
格
が
予
備
門で
講
師
をし
て
い
た
とし
て
も
不
思
議
で
は
ない。

そ
の
後 、
四
人は
洋
学の
先
達
で
あ
る
箕
作
秋
坪の
協
力
を
得て、
箕
作が

聞い
た
英
学
塾
・三
戊
塾
に
おい
て
法
律
学や
経
済
学
を
教え
る
講座
を
開
講 、

福
沢
諭
吉の
慶
応
義
塾
に
夜
間
法
律
科
を
開
講
す
る
な
ど 、着々

と
学
校
設
立



の
準
備
を
整
え
て
行っ
た。

明
治一
三
年
(一
八
八
O)
八
月、
八
人の
若
者が
連
署し
た
「
私
立
学
校

開
業
上
申」
と
題
さ
れ
た
書
類が
東
京
府
知
事
・

松
田
道
之
宛に
提
出
さ
れ、

つねの
り

京
橋
区
(
現
・

東
京
都
中
央
区)
長
・
江
塚
庸
謹
に
よっ
て
受
理
さ
れ
た。
署

名
捺
印し
た
八
人の
名
前は
相
馬
永
胤 、
金
子
堅
太
郎 、
津
田
純一
、

高
橋一

勝 、
目
賀
田
種
太
郎 、
山
下
雄
太
郎 、
田
尻
稲
次
郎 、
駒
井
重
格で
あ
る。

こ
の
上
申
書は 、
専
修
大
学の
前
身に
あ
た
る
「
専
修
学
校」
が
社
会
に
向

け
て
初め
て
学
校
名と
教
育
内
容
を
公
表し
た
最
初の
書
類で
あ
る。
八
月一

O
日
に
は
『
東
京
日
日
新
聞』
に
学
生
募
集の
広
告
を
出し
て
い
る
が、
経
済

学
教
員
に
は 、
田
尻
稲
次
郎と
駒
井
重
格の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る。

そし
て
同
年
九
月
二ハ
日、
京
橋
区
南
鍋
町
(
現
・
中
央
区
銀
座)
に
あっ

た
簿
記
講
習
所に
おい
て
開
校
式
が
行
わ
れ、
よ
う
や
く
彼
ら
は
念
願で
あっ

た
新し
い
近
代
的な
法
律
学
・

経
済
学
を
日
本
語
で
組
織
的に
教
授
す
る
私
立

学
校
・

専
修
学
校M
を
誕
生
さ
せ
た。
当
時 、
日
本で
経
済
学を
組
織
的に
教

え
る
学
校
は
な
く 、
専
修
学
校
は
日
本
で
初め
て
近
代
的な
経
済
学
を
教
授す

る
高
等
教
育
専
門
機
関とし
て
ス
タ
ー
トし
た。

重
格
は 、
専
修
学
校
経
済
科
講
師
とし
て
教
壇
に
立
ち、
生
徒に
「
経
済
考

徴」
「
経
済
要
論」
と
いっ
た
講
義
を
行
う一
方で 、
校
主
惣
代
とし
て
専
修

学
校の
経
営
や
学
校の
規
定づ
く
り
に
携
わっ
た。
相
馬
や
田
尻
と
いっ
た
他

の
創
立
者が
重
格の
経営の
才
を
認
め
た
う
え
で 、
彼
に
そ
の
任
を
頼ん
だ
と

あ
る。重

格の
こ
の
時の
役
割に
つ
い
て
は 、
後
年、
目
賀
田
種
太
郎
が
当
時の
様

子
を
次の
よ
う
に
語っ
て
い
る。

更に
是
は一
つ
学
校
と
云ふ
こ
と
に
名
を
更へ
て 、
今
少し
く
体
裁
を
備

へ
たい
もの
だ 、
丁
度
此の
田
尻
君の
最
も
親し
ま
れ
て
居っ
た
所の
駒

井
重
格
君
も
其の
時
分
か
ら一
緒
で
あ
り
まし
て 、
「一
体
さ
う
云ふ
ア

ド
ミニ
ス
ト
レ
ー
ショ
ン 、
即
ち
経
営の
事は
駒
井が
最
も
得
手で
あ
る

か
ら 、
駒
井に
頼ん
で
学
校の
経
営 、
学
校の
規
定 、
学
校の
維
持 、
此

等
は
先
生
に
頼
ま
う」
と
云ふ
所よ
りし
て 、
駒
井
君が
其の
事に
当っ

て 、
之
が
後に
此の
専
修
学
校
に
なっ
た
の
で
あ
りま
す 。ぉ

重
格は 、
自
ら
の
右
腕とし
て
同
じ
桑
名
出
身で
あ
り 、
と
も
に
ブ
ラ
ウン

塾
で
英
学
を
修
業し
た
諏
訪
頼
敏
を
招い
て
塾
監
とし、
二
人
で 、
専
修
学
校

の
経
営の
任に
あ
たっ
た。
彼
ら
の
献
身
的な
働
き
は
創
成
期の
専
修
学
校を

縁の
下
か
ら
支
え 、
そ
の
後の
経
営
基
盤
を
作
り
上
げ
た
と
い
え
る。

諏
訪
は
そ
の
後 、
明
治一
九
年
(一
八
八
六)、
重
格
が
病
気の
た
め
に
学

校
経
営
か
ら
離れ
る
と 、
そ
の
跡
を
継
ぎ 、
東
京
帝
国
大
学な
ど
他の
学
校
と

の
事
務
交
渉な
ど
を
行っ
た
と
い
う。

こ
の
よ
う
に、
重
格
は
他の
三
人の
創
立
者
と
は
違
う、
ま
た
は
彼
ら
が
で

き
な
かっ
た
役
割を
担
う
こ
と
と
なっ
たの
で
あ
る。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
期 、

章一
格だ
け
が、
生
業
を
もっ
て
い
な
かっ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が、
適
切
な

学
校
運
営と
い
う
彼の
能
力
は
そ
の
後の
岡
山
赴
任
時
代 、
高
等
商
業
学
校
長

時
代に
も
発
揮さ
れ
る
こ
と
と
なっ
た。
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専
修
学
校が
設
立
目
的とし
た
法
律
学
・

経
済
学の
教
育と
い
う
点に
つ
い

て
述べ
る
と 、
明
治一
0
年
代か
ら
二
0
年
代に
か
け
て
東京、
そし
て
大
阪

や
京
都に
私
立
法
律
学
校が
次々
と
設
立
さ
れ
る。
こ
れ
ら
の
学
校
は
校
名に

「
法
律
学
校」
と
あ
る
が、
法
律
学だ
け
を
教
え
て
い
た
訳で
は
ない。
明
治

一
四
年
(一
八
八一)
に
開
校
す
る
明
治
法
律
学
校
(
現
・
明
治
大
学)
は

「
法
律
経
済
二
学
科ヲ
教
授ス」
る
こ
と
を
設
置
目
的
とし
て
い
る。
ま
た
明

治一
九
年
に
開
校し
た
関
西
法
律
学
校
(
現
・
関
西
大
学)
の
設
立
時の
広
告

に
は
「
汎
く
内
外の
法
律
及
び
経
済
学
を
教
授
す」
と
あ
る
よ
う
に、
法
律
学

校の
多
く
は
法
律と
経
済の
専
門
学
校とし
て
ス
タ
ー
トし
たこ
と
が
わ
か
る。

つ
ま
り
こ
の
時
期 、
そ
れ
ほ
ど
経
済
学
は
必
要
と
さ
れ
て
い
たの
で
あ
る。

そ
の
意
味で
は 、
重
格は
当
時 、
ア
メ
リ
カ
か
ら
最
新の
近
代
的な
経
済
学

を
持
ち
帰っ
て
き
た
人
物とし
て
田
尻
稲
次
郎
と
並ぶ
希
有な
存
在で
あっ
た。

駒井章格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再�.

6 .
岡
山
赴
任 、
そ
し
て
官
僚ヘ

ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
以
来の
念
願で
あっ
た
専
修
学
校
を
設
立し
た一
年
後

の
明
治一
四
年
九
月、重
格
は
岡
山
中
学
校
(
現
・
岡
山
県
立
岡
山
朝
旦口同
等

学
校)
お
よ
び
岡
山
県
師
範
学
校
(
現
・
岡
山
大
学
教
育
学
部)
の
教
員
兼
校

長
とし
て
岡
山に
赴
任
す
る。
さ
ら
に
翌
年
三
月
に
は
岡
山
県
商
法
学
校
長
も

兼
任
す
る。
岡
山
県
商
法
学
校
は
明
治一一二
年、
岡
山
商
法
講
習
所
と
い
う
名

称で
設
立
さ
れ
た
商
業
学
校で 、
重
格が
着
任し
た
明
治一
五
年
(一
八
八
二)

三
月
に
岡
山
県
商
法
学
校と
改
称 、
翌
年
に
廃
校
と
なっ
た
学
校
で
あ
るお O

重
格の
岡
山
在
住
期
間は
わ
ず
か一
年
に
過
ぎ
な
かっ
た
が、
こ
の
時の
生

徒
た
ち
の
回
想
録か
ら
は
教
育
熱
心
で
あっ
た
重
格の
姿
が
浮
か
び
上
がっ
て

ノ\
守合。重

格
は
こ
れ
らの
学
校で
英
語
や
経
済
学
を
担
当し
た。
そ
の
姿
を
あ
る
生

徒
は
「
端
正
理
知の
人
格
者」
と
称し、
経
済
学
を
教
え
る
そ
の
姿
は
豊
富
な

知
識
に
裏
付
け
ら
れ、
余
裕
と
自
信
に
充
ち
溢
れ
て
い
た
と
回
顧し
て
い
る。

後に
官
僚
とし
て
社
会
事
業 、
特に
救
済
制
度の
確
立
に
尽
力し
た
窪
田
静

太
郎
は
当
時の
様
子
を
次の
よ
う
に
述べ
て
い
る。

漢
学
は
旧
藩
時
代か
ら
の
碩
学
山
本
源
弥
先
生
が
史
記
や
八
家
文
や
春
秋

左
氏
伝
を
授
け
ら
れ
経
済
学
は
校
長
駒
井
重
格
先
生
(
経
済
学
を
米
国に

て
学
び
後
年
大
蔵
省
国
債
局
長
た
り)
が
「フ
オ
1
セ
ッ
ト」
の
小
経
済

書を
教
科
書とし
て
授け
ら
れ
たが
教へ
る
方は
豊
富の
学識を
以て
縛々

な
る
余
裕
と
自
信
を
持し
て
熱
心
に
教へ
ら
れ
学ぶ
方は
何
れ
も
皆、屈
身

の
緊
張
を
以
て
而
も
教
師に
十二
分の
尊
敬
と
信
頼
を
払
う
て
学ん
だ
の

で
あ
る。幻
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こ
の
窪
田の
思い
出
に
あ
る
よ
う
に
岡
山
中
学
校
長
時
代の
重
格
は
フ
ォ
!

セ
ッ
ト
の
著
作
を
用い
て
経
済
学
を
講
義し
て
い
た。
ま
た
英
語の
授
業で
は 、

後に
醸
造
試
験
所に
勤
め
日
本
酒
やビ
l
ル
醸
造
技
術の
発
展に
寄
与し
た
佐

藤
寿
衛が
「
駒
井
先
生
に
は
ウ
ヰル
ソ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
を
教
は
り
百
と
述べ

て
い
る
よ
う
に
「ウィ
ル
ソ
ン・
リ
ー
ダ
ー」
を
教
科
書とし
て
用い
て
い
た。

重
格
は
明
治一
三
年
三
月
に
『
自
由
保
護
貿
易
論』
と
い
う
翻
訳
書
を
出
版



し
てい
る。
この
原
著
者が
フォ
lセッ
ト目。ロ

ミー
『白老
22で
あ
る。
フォ
l

セ
ッ
ト
は
ケン
ブ
リッ
ジ
大
学の
経
済
学
者
で 、
グ
ラッ
ド
ス
ト
ー
ン
内
閣の

逓
信
大
臣とし
て
小
包
郵
便
制
度
を
設
け
る
な
ど
政
治
家とし
て
も
活
躍し
た

人
物で
あ
る。
彼の
著
作に
は
「
自
由
保
護
貿
易
論』
の
ほ
か
『
宝
氏
経
済
学』

と
い
う
初
心
者向
け
の
経
済
書が
あ
り 、
原
書お
よ
び
訳
書と
も
に
多
くの
版

を
重
ね
て
い
る。
岡
山
中
学
校に
お
い
て
も、
専
修
学
校と
同
様に
重
格は
自

ら
が
ア
メ
リ
カ
で
学ん
で
き
た
最
新の
経
済
学
を
教え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

ま
た
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン・
リ
ー
ダ
ー」
も
明
治
初
期の
英
語
教
科
書
とし
て
非

常に
多
くの
学
校
で用い
ら
れ
た
教
科
書
で
あ
る。
翻
訳
本
は
明
治
六
年
に

「
小
学
読
本』
と
い
う
書
名
で
刊
行
さ
れ、
ほ
と
ん
ど
すべ
て
の
府
県
で
使
用

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る。
重
格
は
英
語の
基
礎
を
教え
る
教
科
書
とし
て
最

適
と
考
え 、
こ
れ
を
用い
た
の
だ
ろ
う。

そ
の
ほ
か
重
格の
教
育
観が
表
れ
て
い
る
文
章
が
同
じ
く
佐
藤の
当
時の
思

い
出の
な
か
に
あ
る
の
で 、
紹
介し
て
お
こ
う。

駒
井
先
生の
意
見
とし
て今
猶ほ
当
時の一
子
供
とし
て
私の
記
憶に
存

す
る
こ
と
は
師
範と
中
学と
の
順
序
は
果し
て
其の
何
れ
を
先
き
に
すべ

き
や
に
つ
き
まし
て
先
生の
意
見
とし
て
は
師
範
は
小
学
校の
教
師
養
成

を
目
的
と
す
る
もの
な
る
も
中
学の
方は
之
れ
よ
り
後
大
学
を
卒
業
す
る

筈の
もの
な
る
を
以っ
て
中
学
を
先
き
に
すべ
き
も
の
な
り
と
て
自
分
は

岡
山
県中
学
校
兼
師
範
学
校
長な
り
と
固
執せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
記
憶し

て
を
り
ま
す 。初

こ
の
よ
う
に
重
格に
とっ
て
は
中
学
校と
師
範
学
校は
明
確
に
区
別
さ
れ
る

べ
き
もの
で
あっ
た。
専
修
学
校
とい
う
経
済・
法
律の
専
門
学
校
を
興し
た

重
格に
とっ
て、
専
門
教
育
機
関で
あ
る
大
学に
進
学
す
る
た
め
の
教

育
を
施

す
中
学
校の
意
味は
非
常に
大
き
な
も
の
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
だ
か
ら
こ

そ
彼
は
些
細な
こ
と
か
もし
れ
な
い
が、
そ
の
順
番に
こ
だ
わっ
たの
だ
ろ
う。

こ
の
よ
う
に
経
済
や
英
語
を
教
え
て
い
た
重
格で
あっ
た
が、
在
岡
わ
ず
か

一
年
あ
ま
り
で 、帰
京

す
る
こ
と
と
なっ
た。
当
時 、
岡
山に
おい
て
も
盛
ん

で
あっ
た
自
由
民
権
運
動に
学
校
自
体
が
巻
き
込
ま
れ、
重
格
も
そ
の
煽
り
を

受
け 、
退
任
す
る
こ
と
と
なっ
た
た
め
で
あ
る。

岡
山
中
学
校
生
徒・
村
木
正
則
は
当
時の
自
ら
の
状
況
を
振
り
返
り 、
「
僕

が
中
学
在
校
時
代に
当
時
勃
興し
た
自
由
党の
自
由
主
義に
か
ぶ
れ、
政
客
中

の
中に
伍し
て
盛
に
各
所に
演
説
を
試
み 、
一仕
制
政
府の
顛
覆
すべ
き
を
絶
叫

し
た」ω
と
述べて
い
る
よ
う
に、
当
時 、
岡
山
県
下で
も
隆
盛
を
誇っ
て
い
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た
自
由
民
権
運
動が
岡
山
中
学
校に
も
吹
き
荒
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
そ

し
て
村
木
は
「
老
書
生の
繰
り
言」
と
題し
た
回
顧
録の
な
か
で
次の
よ
う
に

回
想し
て
い
る。

校
長
駒
井
重
格
先
生
を
放
逐し
た
の
も
僕
等の
仲
間
で
あっ
た。
処
が
因

果
応
報て
ふ
もの
は
争
は
れ
ぬ
もの
で 、
僕が
明
治二
十
四
年
東
京の
帝

大
を
卒
業し
て
間
も
な
く 、
大
蔵
省
試
補
を
命ぜ
ら
れ
参
事
官
室
勤
務
に

な
っ
た
の
で 、
挨
拶に
出
掛
け
て
見
る
と
参
事
官の
筆
頭
席に
堂
々
と
控



へ
て
居
ら
れ
るの
が
駒
井
先
生
な
の
で
あっ
た。
先
方で
は
往
年の
事な

ど
最
早
忘
れ
て
居
ら
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
放
逐し
た
旧
校
長
に
直
面し
た

僕
は
冷
汗三
斗
を
禁
じ
得な
か
っ
た
の
で
あ
るo引

こ
の
文
書に
あ
る
よ
う
に
重
格の
校
長
退
任
が、
生
徒
た
ち
に
よ
る
排
斥
運

動の
結
果
で
あっ
た
ど
う
か
は
定
か
で
な
い。
し
かし
な
が
ら
重
格が
校
長
を

退
任し
た
わ
ず
か一
O
日
後の
明
治一
五
年
九
月一一
六
日の
「
山
陽
新
報』
に

は
「
岡
山
師
範
学
校の一
変
動」
と
題し
た
記
事が
掲
載
さ
れ、
そ
の
後二
回

に
わ
たっ
て
騒
動の
続
編
も
掲
載
さ
れ
て
い
る。
こ
の
時
期 、学
校
自
体
が
揺

れ
動い
て
い
た
こ
と
は
間
違い
な
い。

こ
の
新
聞
記
事
に
よ
る
と
学
生
た
ち
が
校
長
の日
宅
に
押し
掛
け
る
な
ど 、

か
な
り
校
長
を
責め
立て
て
お
り 、
先の
村
木の
話
が
本
当で
あっ
た
とし
て

も
お
かし
く
は
な
い
ほ
ど 、
こ
の
時
期
学
生
た
ち
の
運
動
が
激し
かっ
た
こ
と
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を
物
語っ
て
い
る。

岡
山
か
ら
帰っ
て
き
た
重
格は 、
明
治一
五
年一
二
月
に
大
蔵
省に
採
用
さ

れ
る。
以
後 、
亡
く
な
る
ま
で
重
格は
大
蔵
省 、
そし
て
農
商
務
省の
官
僚
と

し
て
の
仕
事に
従
事
す
る。
官
僚
時
代の
重
格の
功
績
は
後
述
す
る
が、
こ
の

問 、重
格
が
ど
の
よ
う
な
役
職に
付い
て
い
た
か
は
「
履
歴
書」
に
詳し
く
、

年
表に
記し
た
通
り
で
あ
る。

官
僚とし
て
の
章一
格は
親
友で
あ
る
田
尻
稲
次
郎
や
後
述
す
る
後
輩の
阪
谷

芳
郎や
若
槻
礼
次
郎に
比べ
る
と
決し
て
出
世コ
l
ス
に
い
た
訳
で
は
ない。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
阪
谷や
若
槻の
方が
遥
か
に
先に
要
職に
つ
い
て
い
る。
そ
の

要
因の一
つ
とし
て
彼
ら
と
違っ
て
学
士
号
を
もっ
て
い
な
かっ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る。
そ
れ
で
も
重
格は
田
尻
や
阪
谷の
も
と
で
政
策
立
案に
尽
力し、

彼
ら
を
支
え
て
い
た。
そ
の
よ
う
な
重
格の
姿
を
若
槻
は
次の
よ
う
に
自
伝に

記し
て
い
る。

参
事
官が
駒
井
重
格と
早
川
千
吉
郎 、
試
補が
水
町
(
袈
裟
六)
と
私
と

で
あっ
た。
駒
井
と
い
う
人
は 、
田
尻
さ
ん
と一
緒に
ア
メ
リ
カへ
留
学

し
て
い
た
と
か
で 、
な
か
な
か
頭の
良い、
リベ
ラル
な
人
で 、
決し
て

盲
判
を
押
さ
な
い、
廻っ
て
来
た
書
類
は
必
ず
眼
を
通し
て、
こ
れ
は
ダ

メ
だ
と
か 、
当
事
者
を
呼び
つ
け
て
ガ
ミ
ガ
ミ
や
る
と
い
う
や
り
方で 、

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
人
を
多い
に
尊
敬し
て
い
た。
(カッ
コ
内
は
筆
者
コ

後に
第二
五
代
お
よ
び
第二
八
代
総
理
大
臣と
な
る
な
ど
明
治
・

大
正
・
昭

和
と
い
う
長
き
に
わ
たっ
て
官
僚 、
政
治
家とし
て
活
躍し
た
若
槻
礼
次
郎は 、

重
格の
大
蔵
官
僚
時
代の
部
下の一
人
で
あ
り 、
公
私と
も
に
重
格
と
親
交が

あっ
た。

明
治二
五
年
(一
八
九
二)
七
月、
東
京
帝
国
大
学
を
首
席
で
卒
業し
た
若

槻
は 、
当
時 、
大
蔵
次
官
を
務め
て
い
た
田
尻
稲
次
郎の
推
薦で
大
蔵
省に
入

省
す
る。
こ
の
時の
参
事
官が
重
格
で
あ
り 、
若
槻と
重
格の
関
係
は
こ
の
時

か
ら
始ま
る。
若
槻
は
重一
格
を
「
頭の
良い、
リベ
ラル
な
人」
と
捉
え
て
お

り 、
多
くの
同
僚
た
ち
が上
司で
あ
る
重
格
を
尊
敬し
て
い
た
と
記し
て
い
る

の
で
あ
る。



ま
た
重
格は
若い
頃
か
ら
健
康の
た
め
に
弓
を
引
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
た

が、
若
槻は
当
時 、
登
庁
前に
重
格の
家に
寄っ
て、
そ
の
指
導の
も
と 、
毎

日
弓
を
引い
た
とい
う。
若
槻
と
重
格
が
職
務
だ
け
で
な
く 、
プ
ラ
イベ
ー
ト

で
も
付
き
合い
が
あっ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
すエ
ピ
ソ
ー
ド
の一
つ
と
い
え
る
な

若
槻と
駒
井
家の
付
き
合い
は 、
重
格の
子
息・
重
次に
ま
で
お
よ
ぶ 。
昭

和
七
年
(一
九
三
二)一

月
に
衆
議
院
議
員に
重
次
が
立
候
補し
た
際に
も 、

「
わ
が
恩
人の
遺
子
駒
井
重
次
君の
当
選
を
望
む」
と
い
う
談
話
が
新
聞に

掲
載さ
れ、
重
格
を
「
わ
が
恩
人」
と
呼ん
で
彼の
応
援
を
行っ
て
い
る。

7.

高
等
商
業
学
校
長
と
し
て
の
駒
井
重
格
付

明
治三
二
年
(一
八
九
九)
三
月
二
五
日、
重
格は
高
等
商
業
学
校
第
五
代

校
長
兼
大
蔵
省
参
事
官に
任
じ
ら
れ
た
な

高
等
商
業
学
校
で
は
前
任
校
長の

清
水
彦五
郎
が
学
生の
排
斥
運
動
に
よっ
て
職
を
辞し
て
以
来 、
七ヶ
月
の
間

に
平
島
精一
、

高
田
早
苗 、
沢
柳
政
太
郎の
三
人
が
校
長
事
務
取
扱
を
務め
る

と
い
う
事
態
が
続い
て
い
た
が、
よ
う
や
く
正
式な
新
校
長とし
て
重
格
を
迎

え
る
こ
と
と
なっ
た。

高
等
商
業
学
校に
着
任し
た
重
格
は
数々
の
改
革に
着
手し、
附
属
外
国
語

学
校の
分
離
独
立
(
後
に
東
京
外
国
語
大
学と
な
る) 、
専
攻
部
課
程の
延
長 、

商
業
学
士
号の
設
置な
ど
を
実
施し
た。
「ベ
ル
リ
ン
宣
言」
と
い
う
通
称
で

知
ら
れ
る、
ヨ
ーロ
ッパ

留
学
中の
高
等
商
業
学
校
教
員
た
ち
が
商
業
大
学
設

立
を
訴
え
た
「
商
科
大
学
設
立ノ
必
要」
が
発
表
さ
れ
たの
も 、
重
格の
在
任

中で
あ
る。
駒
井
校
長の
も
と 、
高
等
商
業
学
校
は
そ
の
内
実
を
充
実
さ
せ 、

高
等
商
業
教
育
機
関へ
の
道
を
着
実に
歩ん
だ 。

そ
の
よ
う
な
高
等
商
業
学
校
長
とし
て
の
重
格の
事
績の
う
ち 、
特
筆
すべ

き
もの
とし
て、
専
攻
部の
充
実
と
商
業
学
士
号の
設
置
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る。高

等
商
業
学
校
専
攻
部
は 、
高
等
商
業
学
校
卒
業
生
が
専
門
的な
学
聞
を
修

め
る
課
程とし
て、
明
治三
O
年
(一
八
九
七)
に
設
置
さ
れ
た。
設
置
当
初

は一
年
間の
課
程だっ
た
が、
重
格は
そ
れ
を
二
年
に
延
長し
て
教
育
内
容の

充
実
を
図
り 、
専
攻
部
卒
業
生
に
商
業
学
士
号
を
授
与
す
る
よ
う
学
制
を
改
正

し
た。
以
後 、
専
攻
部
は
学
界の
み
な
ら
ず
実
業
界
・

官
界に
も
人
材を
輩
出

し
て
高
等
商
業
学
校の
社
会
的
評
価
を
高め 、
大
正
九
年
(一
九
二
O)、
高

等
商
業
学
校
は
悲
願の
大
学
昇
格
を
果
たし
たの
で
あ
る。

主
な
専
攻
部
出
身
者
を
挙
げ
る
と
三
浦
新
七
(
明
治三
四
年
卒、
第二
代東

京
商
科
大
学
長)、
上
田
貞
次
郎
(
明
治
三
五
年
卒、
第
三
代
東
京
商
科
大
学

長)、
出
淵
勝
次
(
明
治三
五
年
卒、
外
務
次
官) 、
佐
藤
尚
武
(
明
治三
八
年

中
退、
外
務
大
臣) 、
来
栖三
郎
(
明
治
四
二
年
卒、
駐
独
大
使
・

駐
米
特
命

全
権
大
使) 、
天
羽
英二
(
明
治
四
五
年
卒、
外
務
次
官
・

情
報
局
総
裁) 、
石

井
光
次
郎
(
大
正
三
年
卒、
副
総
理)
な
ど
が
い
る。
外
交
関
係で
活
躍し
た

人
物
が
多い
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う。

大
学
昇
格の
機
運
が
高ま
る
最
中の
明
治
三
四
年
(一
九O一)

一
二
月
九

日、
重
格は
持
病で
あ
る
端
息
か
ら
肺
炎
を
こ
じ
ら
せ 、
急
逝
す
る。
四
八
歳

と
い
う
若
さ
で
あっ
た。
大
蔵
省
参
事
官で
あ
り 、
高
等
商
業
学
校
長で
あっ

た
重
格の
突
然の
死
は 、
多
くの
新
聞
で
も
追
悼
記
事とし
て
掲
載
さ
れ
た。



重
格の
死
に
対し
て、
高
等
商
業
学
校
は
校
葬
を
行い、『一
橋
五
十
年
史
匂

に
は、
そ
の
様
子
を
「
学
生
代
表
が
弔
文
を
読
ん
だ
時
学
生
は
又
も
涙
を
そ
そ

駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考

ら
れ
る
の
で
あっ
た」
と
記し
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
重
格の
突
然の
死
を
多
くの
人々
が
嘆い
た
が、
そ
の
よ
う
な

人
物の一
人
に
福
田
徳三
(一
八
七
四
1一

九
三
O)
が
い
る。
吉
野
作
造
や

河
上
肇
と
並
ぶ
大
正
デモ
ク
ラ
シ
ー

期の
代
表
的
知
識
人
・

福
田
徳一二
は 、
明

治
三
四
年
に
留
学
先の
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国し
た
直
後 、
高
等
商
業
学
校の
現
状

に
つ
い
て
重
格
に
不
満
を
訴
え
た。
そ
れ
に
対し
て
重
格は 、
我
が
校
は
二
流

の
学校で
あ
り
、

ま
ず
は
教
師
が
博
士
に
なっ
て
学
校の
名
を
世
間に
知
らし

め
な
く
て
は
な
ら
ない、
「
私
も
西
洋
か
ら
帰っ
て
岡
山の
校
長
に
な
っ
た
と

き
は 、
ア
ナ
タ
の
今の
言と
同
様
な
こ
と
を
言っ
て
居まし
た。
然し
年
を
取

っ
て
御
覧
に
な
る
と
又
考
も
変
りま
す」
と
諭し
た
と
い
う。
こ
の
時
は
反
発

し
た
福
目
だっ
た
が、
重
格の
没
後一
0
年
間の
東
京
高
等
商
業
学
校の
発
展

を
振
り
返
り 、
重
格の
言
が
正し
かっ
た
こ
と
を
認
め
て
重
格
を
「
何
等の
割

引
な
く一
の
申
分
な
き
名
校
長」
「
我
校
中
興の
恩
人」
と
評し
た幻 O

福
田
は
そ
の
よ
う
な
重
格の
恩
に
報い
るべ
く 、
重
格の一
O
年
忌
に
合
わ

せ
て
自
著
『
経
済
学
教
科
書』
を
重
格に
捧
げ
た
ほ
か 、
肖
像
画の
制
作
も
中

心
に
なっ
て
取
り
ま
と
め
て
い
る。

大
正
四
年
(一
九一五)

の
東
京
高
等
商
業
学
校
(
明
治三
五
年に
高
等
商

業
学
校
よ
り
改
称)
の
卒
業ア
ルバ
ム
に
は 、
神
田一
ツ
橋
校
舎
講
堂の
写
真

が
掲
載
さ
れ、
そ
の
講
堂
に
は
肖
像
画が
四
枚
掲
げ
ら
れ
て
い
る。
駒
井
重
格 、

学
園の
最
大の
後
援
者で
あ
る
渋
沢
栄一
、

創
立
者で
あ
る
森
有
礼 、
そし
て

一
橋
大
学の
源
流
と
さ
れ
て
い
る
商
法
講
習
所
初
代
所
長
・
矢
野二
郎の
四
人

で
あ
る。
こ
の
こ
と
は
重
格
が
当
時の
東
京
高
等
商
業
学
校に
おい
て、渋
沢 、

森 、
矢
野と
並
ぶ
ほ
ど
に
功
労
者とし
て
高
く
評
価さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る。

こ
の
肖
像
画は
先ほ
どの
福
田
徳三
が
中
心
と
なっ
て
制
作
費
を
集め
て
作

成
さ
れ
た
もの
で 、
大
正
元
年
(一
九一
二)
九
月
二
二
日
に
講
堂
に
掲
げ
ら

れ
た
が、
関
東
大
震
災の
折
りに
被
災し
た
と
思
わ
れ、
現
存はし
て
い
な
い。

重
格の
高
等
商
業
学
校
長
在
任
期
間
は
わ
ず
か二一
年
に
満
た
な
かっ
た
が、

こ
の
よ
う
に
駒
井
重
格の
名
は
高
等
商
業
学
校が
大
学へ
と
昇
格
す
る
礎
を
築

い
た
名
校
長とし
て
学
園
史に
刻ま
れ
て
い
る。

8.

官
僚
・

経
済
学
者
と
し
て
の
駒
井
重
格
の
功
績

こ
れ
ま
で
重
格の
生
涯
を
振
り
返っ
て
き
た
が、
最
後に
重
格
が
官
僚
そし

て
経
済
学
者とし
て
何
を
行っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
述べ 、
彼の
功
績
を
明

治
期の
経
済
学
史
や
政
策の
な
か
に
位
置づ
け
る
こ
と
と
す
る。

官
僚
や
経
済
学
者
とし
て
の
重
格の
側
面
を
考
え
る
際に、
田
尻
稲
次
郎

(一
八
五
0
1一

九
二
三)
の
存
在
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い。
田尻

は 、
重
格
と
同じ
く
専
修
大
学の
創
立
者の一
人で
あ
り 、
大
蔵
官
僚
とし
て

大
隈
重
信
(一
八
三
八
i一

九二
二)
や
松
方
正
義
(一
八
三
五
i一

九二
四)

を
補
佐し、
彼
ら
の
ブ
レ
ー
ン
とし
て、
い
わ
ゆ
る
「
松
方
財
政」
の
中
心
的

役
割を
担い、
わ
が
国の
金
融・
財
政
制
度の
確
立
に
尽力
す
る
と
と
もに、

晩
年
に
は
東
京
市
長
も
務め
た
人
物で
あ
る。
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田
尻
は
経
済
学
教
育
者
とし
て
も
多
くの
高
等
教
育
機
関
で
講
義
を
行っ
て

い
る。
専
修
学
校で
は
生
涯
教
壇
に
立
ち
続
け 、
東京
帝
国
大
学、
東京
専
門

学
校
(
現
・

早
稲
田
大
学)、
学
習
院 、
高
等
商
業
学
校
な
ど
で
も
経
済
学
や

財
政
学
を
教
え
て
い
る。
明
治
期
を
代
表
す
る
経
済
学
者の一
人
と
いっ
て
よ

い
だ
ろ
う。

田
尻
を
知
る
人々
は 、
彼の
企
画
や
文
書の
多
く
は 、
重
格の
助
力に
よ
る

もの
で
あっ
た
と
口
々
にい
う。
英
語
やフ
ラン
ス
語な
ど
語
学に
堪
能で
あっ

た
重
格
は 、
数
多
くの
翻
訳
書を
田
尻
と
と
も
に
残し
て
お
り 、
そ
の
才
能と

協
力が
あっ
た
か
ら
こ
そ 、
田
尻
は
大き
な
仕
事
を
なし
得
た
と
い
え
る。

田
尻
は
生
涯
を
通し
て
非
常に
多
くの
著
作
物や
翻
訳
書を
残し
て
い
る
が、

代
表
作に
『
財
政
と
金
融』
と
い
う
大
著が
あ
る。
そ
の
緒
言必
に
は
次の
よ

う
に
あ
る。

財
政
金
融の
関
係
は
世
運の
進
歩
と
共
に
年々
新
相を
生
じ
月
に
繁
多
を

加へ 、
正
に
刻
下
研
究
を
要
すへ
き一
大
問
題
た
り、
子
時
神
武
紀
元

二
千五
百
六
十
年
即
ち
西
暦
千
九
百
年
に
当
り 、
将に
文
明の
新
紀に
臨

ま
ん
とし、
此の
如
き
明
治の
聖
代に
遭遇
し、
我
国
文
武の
機
運
大に

発
達し、
将
来
斯
道の
教
育
亦
之
応
す
る
の
方
針
を
取
ら
さ
る
可
ら
す 、

日疋
に
於て
東
京
高
等
商
業
学
校
夙に
時
勢に
鑑
み 、
大に
其
学
科
を
拡
張

し、
新に
財
政
金
融の一
科
を
加へ 、
余に
嘱
す
る
に
其
講
箪
を
以
て
す、

余
欣
然
之
を
諾し、
柳
か
考
慮
す
る
所
あ
り 、
速
記
技
手
を
請
傭し、
以

て
毎
廷
講
述
す
る
所
を
速
記せし
め 、
訳
文
正
に
成
る
を
告
く 、
(
後
略)

こ
の
緒
言に
あ
る
よ
う
に、
東京
高
等
商
業
学
校が
「
財
政
金
融」
と
い
う

授
業
を
開
講
す
る
に
あ
た
り 、
田
尻
に
講
師
を
お
願いし、そ
の
講
義
を
ま
と

め
た
もの
が
こ
の
本で
あっ
た。
こ
の
時
に
田
尻
に
講
師
を
依
頼し
たの
が
重

格で
あ
る。

こ
の
本
は
重
格
が
亡
く
なっ
た
明
治三
四
年
に
刊
行
さ
れ、
大
正
七
年
(一

九一
八)
ま
で
に
田
尻の
子
に
よっ
て
増
補
・
改
訂が
繰
り
返
さ
れ、
つ
い
に

は
三
O
版
を
重
ね
て
い
る。
三
O
版は
乾
坤二
冊
合
わ
せ
て一
七
四
六ペ
ー
ジ

に
も
及ん
だ 。

同
書の
「
第
十
四
版」
緒
言
に
「
世
運の
進
歩と
共に
本
書
掲
載の
事
項
年

に
加
は
り
月
に
新
た
な
り」
と
あ
る
よ
う
に
田
尻
は
日々の
実
務か
ら
生
ま
れ

た
課
題
な
ど
を、
自
ら
の
理
論
と
常に
つ
き
合
わ
せ 、
日々
最
新の
成
果
を
こ

の
書に
反
映
さ
せ
て
い
た。
つ
ま
り
理
論
と
実
践の
書で
あっ
た。

先に
挙げた

福
田の
駒
井
追
悼
文
「
故
駒
井
先
生の
十
周
年
忌
に
際し
て」

に
次の
よ
う
な
文
章が
あ
る。
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田
尻
先
生
畢
世の
大
著
「
財
政
と
金
融』
は
誰
知
ら
ぬ
もの
も
あ
る
ま
い。

然し
抑
も
此
大
著
述
が
成
立っ
た
は
駒
井
先
生
用
意の
結
果で
あっ
て、

而し
て
此
大
著
述
は
或
意
味に
於て
我
校の
専
攻
部の
産
物
た
る
こ
と
を

知
る
人
は
幾
人
か
あ
る。
博
士
独
特の
講
義
は
我
専
攻
部に
十
年
(
否
十

二二
年)
一
日の
如
く
継
続さ
れ、
其
講
義の
筆
記
が
日
本
経
済
学
界の

大
著
述
に
な
る
に至
っ
た
端
を
開い
た
は
駒
井
先
生
で
あ
る。
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の
成
立
が
「
駒
井
先
生
用
意
の
結
果」

「
専
攻
部の
産
物」
は
福
田
の
言い
過
ぎ
の
感
が
あ
る
が、
重
格
と
田
尻
が
学

田
尻
の
代
表
作
『
財
政
と
金
融』

そし
て
人
生
に
お
い
て
深
く
結
びつ
い
て
い
た
こ
と
は
間
違い
な
い。

専
修
学
校
設
立
時の
経
済
科の
教
員
は
田
尻
と
重
格の
み
で
あっ
た
が、
そ

の
後 、
大
蔵{目
僚
・
中
限
敬三
や
商
業
史
を
専
門と
す
る
河
上
謹一
な
ど
も
講

師
とし
て
加
わっ
た。
と
は
い
え 、
田
尻
と
重
格
が
中
心
的な
役
割
を
果
たし

て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い。
専
修
学
校
経
済
科が
こ
の
時
期の
経
済
学

教
育に
果
たし
た
役
割
は 、
非
常に
大
き
な
もの
で
あ
る
が、
田
尻
や
重
格が

何
を
行っ
たの
か
を
簡
単に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る。

明
治一
五
年
度の
東
京
大
学
文
学
政
治
学
及
理
財
学
部の
カ
リ
キュ
ラム
に

よ
る
と
田
尻
稲
次
郎
は
第二
学
年
を
担
当 、
教
科
書とし
て
は
「フ
ォ
l
セ
ッ

ト
氏
著
理
財
学」
「ミ
ル
氏
著
理
財
学」
「ロ
ッ
シェ
ル
氏
著
理
財
学」
の一二
冊

を
使
用し
て
い
る
。

ま
た
翌
年
に
は
ル
ロ
ア
・ボ
リュ
l
の
財
政
学
を
講
じ

問
上
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て
い
る。

一
方 、
専
修
学
校
経
済
科
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あっ
たの
か 、
明
治一
六

年
に、
重
格が
訳し、
専
修
学
校
に
よっ
て
刊
行
さ
れ
た
『
外
国
為
換
論』
の

緒
言に
「
余
専
修
学
校一一
従
事ス
ル
弦一一
年ア
リ 、
嘗テ
本
邦
経
済ノ
書一一
之

シ
ク
該
校
生ノ
如
キ
頗ル
研
精ノ
便ヲ
欠
ク
ヲ
憂
え
明
治
十
三
年ノ
秋
此
書

ヲ
訳
述シ
テ 、
以
テ
其
便一一
供ス」
と
述べ
て
い
る。

田
尻
と
重
格は
明
治一
0
年
代だ
け
で 、
経
済
科の
教
科
書を一
六
冊
刊
行

し
て
い
る
こ
と
が
現
在
確
認
で
き
る
と
い
うω 。
そ
の
ほ
か
に
経
済
科
教
科
書

とし
て中
限
敬三
や
阪
谷
芳
郎の
もの
が
あ
る
が、
二
人の
手
に
よ
る
教
科
書



を
見
て
み
る
と 、
ボ
リュ
l

やフ
ォ
l
セ
ッ
ト 、
グ
l
シェ
ン
な
ど
イ
ギ
リス

や
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者の
翻
訳
書を
テ
キ
ス
ト
として
授
業
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る。
東
京
大
学
に
お
い
てお
雇い
外
国
人
で
あ
る
フェ
ノ
ロ
サ

が
教
科
書とし
て
使っ
て
い
た
原
書
を、
同
時
期の
専
修
学
校
で
は
翻
訳
本
を

使っ
て
日
本
語で
行っ
て
い
た。
ま
た
経
済
学
関
係の
授
業
数
も
東
京
大
学よ

り
多
く 、
先
駆
的な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

し
か
も
教
科
書の
多
く
は
専
修
学
校
生
徒だ
け
で
な
く 、一

般の
人々
も
購

入
で
き
る
よ
う
に
なっ
て
い
た
こ
と
は 、
巻
末に
販
売
所が
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る。
彼
ら
は
こ
の
時
期の
経
済
学
教
育に
お
い
て
教
科
書の

刊
行が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
たの
で
あ
る。
明
治
初
期の
経
済
学
教
育

に
お
け
る
彼
ら
の
功
績
は
こ
の
こ
と
か
ら
も
十
分
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う。

そ
の
ほ
か 、
彼
ら
は
この
よ
う
な
経
済
学
教
育と
官
僚
とし
て
の
実
務が一

体
化し
て
い
た
こ
と
も
そ
の
特
徴の一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う。
そ
の
例
とし
て

フ
ラン
ス

財政学の
日
本へ
の
導
入が
ある。
重
格と田
尻はルロ
ア
・ボ
リュ
ー

が
提
唱
す
る
自
由
主
義
的
経
済
理
論
を
通し
て、
日
本に
お
け
る
財
政
学の
基

礎 Jつ
く
り
に
大
き
く
貢
献し
た。
重
格
が
翻
訳し
て、
田
尻
が
校
聞
を
行っ
た

『
歳
計
予
算
論』
は
大
日
本
帝
国
憲
法の
付
属
法
で
あ
る
「
会
計
法」
の
起
草

に
あ
たっ
て
最
も
多
く
参
照さ
れ
た
文
献
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る。

明
治二
二
年
(一
八
八
九)
に
発
布さ
れ
た大日

本
帝
国
憲
法の
付
属
法で

あ
る
「
会
計
法」
の
草
案
作
成に
は
専
修
学
校の
経
済
科
講
師で
あっ
た
田
尻 、

中
限 、
阪
谷 、
そし
て
重
格
が
参
画し
て
い
る。
専
修
学
校
経
済
科
と
大
蔵
省

が
密
接
な
関
係に
あっ
た
こ
と
は
こ
の
こ
と
か
ら
も
よ
く
わ
か
る。

阪
谷
芳
郎は
東京
大
学
出
身で 、
在
学
中に
田
尻の
薫
陶
を
受
け
た
人
物
で 、

後
に
大
蔵
大
臣
や
東
京
市
長に
も
な
り 、
専
修
大
学二
代
学
長、
初
代
総
長
も

務め
て
い
る。
「
会
計
法」
制
定の
中
心
的
な
役
割
を
果
たし
て
い
た
の
は
阪

谷
で
あっ
た
が、
彼
を
補
佐し
た
の
が
田
尻
や
重
格で
あっ
た。

こ
の
時 、
大
蔵
大
臣
で
あっ
た
松
方
正
義
も
ボ
リュ
!
の
薫
陶
を
直
接
受
け

た
人
物で
あっ
た。
彼の
財
政
政
策の
理
論
的
支
柱
と
なっ
た
の
が
ボ
リュ
ー

が
提
唱
す
る
フ
ラン
ス
財
政
学で
あっ
た
こ
と
が、
田
尻
や
重
格
に
とっ
て
幸

いし
て
い
た
とい
え
る
だ
ろ
う。

重
格は 、
そ
の
後
貨
幣
委
員
とし
て
金
本
位
制
度の
導
入
問
題
に
も 、
目
賀

田
・
田
尻
ら
と
と
も
に
深
く
関
わ
る
な
ど 、
日
清
戦
争
前
後の
揺
れ
動
く
日
本

フ
ラン
ス
財
政
制
度
研
究の
第一
人
者とし
て
活
躍し
た
の

- 76 -

経
済の
な
か
で 、

で
あ
る。

9.

お
わ
り
に

重
格
没
後の
駒
井
家に
つ
い
て
簡
単に
触
れ
て、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
とし

たい。
重
格に
は
大
蔵
官
僚
後に
衆
議
院
議
員
を
務め
た
子
息・
重
次がい
る。

駒
井
重
次は
明
治二
八
年
(一
八
九
五)
二
月二
三
日
に
東
京
で
生
ま
れ
た。

金
沢の
第
四
高
等
学
校
(
現
・
金
沢
大
学)
で 、
柔
道
部の
メ
ンバ
ー
の一
人

とし
て
全
国
制
覇に
貢
献
す
る
な
ど
大
活
躍し
た
後、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学

部
商
業
科に
進
学。
卒
業
後
は
重
格の
後
を
継
ぐ
か
の
よ
う
に
大
蔵
省に
入
省

lレ
ゃん 。



駒井重格の軌跡 「駒井重格先生小伝」 再考

重
次は
税
務
署
長
や
銀
行
検
査
官
な
ど
を
歴
任し
た
後、
政
治
家に
転
身
す

る。
大
蔵
官
僚
出
身
らし
く
財
政
金
融
関
係に
明
る
く 、
当
選
は
四
回
を
数
え

た。
重
格
と
同
じ
よ
う
に、
日
本
大
学
や
愛
知
大
学
で
も
教
鞭
を
執
る
な
ど 、

教
育
者とし
て
の
側
面
も
もっ
て
い
た。

柔
道
家とし
て
は
六
段とい
う
段
位
を
もっ
と
と
もに、
母
校
・
第
四
高
等

学
校の
た
め
に
作
詞
もし
て
い
る。
現
在 、
駒
井
家の
墓
石の
そ
ば
に
は 、重

次
が
大
正
四
年
(一
九一
五)
に
作
詞し
た
第
四
高
等
学
校の
寄
宿
舎
で
あ
る

時
習
寮
南
寮の
寮
歌
「
北の
都に
秋
た
け
て」
の
歌
詞
が
刻ま
れ
た
碑
が
残
さ

れ
て
い
る。
多
才
な
人
で
あっ
た。

昭和
七
年二
月
九
日、
血
盟
国
員に
よっ
て
射
殺
さ
れ
た
井
上
準
之
助
前
大

蔵
大
臣
は 、
駒
井
重
次の
応
援の
た
め
に
本
郷の
小
学
校に
来て
い
た。
こ
の

時
重
次
は
犯
人
を
投
げ
飛
ばし
た
こ
と
が
新
聞
記
事に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど 、
あ
る
意
味 、
現
在で
は
父・
重
格よ
り
も
重
次の
名
前の
ほ
う
を
聞い
た

こ
と
が
あ
る
方
も
多い
か
もし
れ
な
い。

今
回の
「
駒
井
重
格の
軌
跡」
展
で
は 、
地
元
で
も
そ
れ
ほ
ど
有
名
で
は
な

く 、
専
修
大
学
や一
橋
大
学の
関
係
者に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
かっ
た
駒

井
重
格と
い
う
人
物に
ス
ポッ
ト
を
あ
て
た。
重
格
は
明
治
初
期 、
ア
メ
リ
カ

に
おい
て
経
済
学
を
学
ん
だ
数
少
な
い
日
本
人の一
人
で
あ
る。
そ
の
よ
う
な

人
物
が
私
立
学
校とし
て
初め
て
経
済
科
を
併設し
て
誕
生し
た
専
修
大
学と

官
立
(
設
立
当
初は
私
立)
とし
て
初め
て
の
商
業
大
学
と
い
う
歴
史
を
もっ

一
橋
大
学の
両
大
学に
重
格
が
関
わっ
て
い
た
こ
と
は 、
明
治
期
経
済
学
教
育

を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
問
題
と
い
え
よ
う。
今
回の
展
示が、
多
くの
方々

に
重
格の
生
涯
を
知っ
て
い
た
だ
く
機
会に
なっ
て
も
ら
い、
明
治
期の
経
済

学史
上 、
教
育
史上
に、
重
格の
業
績
を
位
置づ
け
る
よ
う
な
研
究につ
な
がっ

て
い
く
こ
と
を、
展
示
担
当
者の一
人
とし
て
願っ
て
い
る。

最
後に
今
回、
桑
名
市に
お
い
て
開
催し
た
企
画
展
「
駒
井
重
格の
軌
跡」

で
は
非
常に
多
くの
方々
に
お
世
話に
なっ
た。
ご
子
孫の
方々
は
も
ち
ろ
ん 、

資
料
所
蔵
者
お
よ
び
機
関 、
山
形
県
や
岡
山
県の
調
査の
際に
ご
助
言
・ご
助

力
をい
た
だ
い
た
各
機
関の
方々
な
ど
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い。
学
内に

設
置さ
れ
た
駒
井
重
格
展
プロ
ジェ
ク
ト
委
員
会の
先
生
方に
も
ご
苦
労を
お

か
けし
た。
ま
た
遠
く
か
ら
会
場に
足
を
運
ん
で
い
た
だい
た
専
修
大
学
や一

橋
大
学の
関
係
者に
も
お
礼
を
申し
上
げ
た
い。

桑
名
市
博
物
館 、
一
橋
大
学
附
属
図
書
館と
の
初め
て
の
共
同
企
画で
あっ

た
こ
と
もあ
り
担
当
者
とし
て
慣
れな
い
こ
と
も
多
く 、
両
機
関の
関
係
者 、

特
に
担
当
者
で
あっ
た
杉
本
竜
氏
(
桑
名
市
博
物
館
学
芸
員) 、
杉
岳
志
氏

(一
橋
大
学
附
属
図
書
館
専
門
助
手)
の
お
二
人
に
は
多
大な
ご
迷
惑
を
お
か

けし
た
こ
と
と
思
わ
れ
る。
こ
の
場を
借
り
て
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
感
謝
す
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る
次
第で
あ
る。

今
回の
調
査
や
展
示
を
終え
て
も
ま
だ 、
駒
井
重
格と
い
う
人
物に
つ
い
て

不
明
な
点は
多々
あ
る。
今
後
も
駒
井
重
格
に
つ
い
て
の
新
た
な
情
報
を
お
持

ち
の
方が
い
らっ
し
ゃ
れ
ば
大
学
史
資
料
課ま
で
ご
連
絡い
た
だ
け
れ
ば
幸い

で
あ
る。



【
註】

1
小
峰
保
栄
「
駒
井
重
格
先
生
小
伝
(
附)
専
修
商
学
論
集
第
問
号
所
載

「
阪
谷
芳
郎の
学
者
像」
補
遺」
(
『
専
修
商
学
論
集』
第二
O
号
専
修
大

学
学
会
一
九
七
六)

2
西
羽
晃
「
駒
井
重
格に
つ
い
て」
(
『
美
術
館
紀
要』
第一
号
桑
名
市
立

文
化
美
術
館
一
九
七
九)

3
『
専
修
大
学
創
立
者
年
表
(一)

田
尻
稲
次
郎
年
表』
(
専
修
大
学
大
学

史資料室
二
0
0
0)

所収。
その
ほ
か
『

大学史資盗事一日
②
ボ
リュ
!

氏
財
政
論
関
税ノ
部』
(
専
修
大
学
大
学
史
資
料
室
二
0
0
0) 、
『
大

学
史
資
料
叢
書
③
自
由
保
護
貿
易
論』
(
専
修
大
学
大
学
史
資
料
室
二

0
0
0) 、
『
大
学
史
資
料
叢
書
⑦
銀
行
史』
(
専
修
大
学
大
学
史
資
料
室

二
0
0
0)
に
も
「
フ
ラ
ン
ス
財
政
学の
導
入
と
専
修
学
校の
人
」々

(一) 、
「フ
ラ
ン
ス
財
政
学の
導
入と
専
修
学
校の
人々
」
(二) 、
「フ
ラ
ン

ス
財
政
学の
導
入と
専
修
学
校の
人々
」
(
三)
が
所
収
さ
れ
て
い
る。

4
明
治
期の
経
済
学
史
研
究
上
で
重一
格の
業
績
そ
の
もの
に
注
目し
た
論
文
は

少
な
い。
た
だし
猪
谷
善一
「
明
治
経
済
学
史の一
節ー
忘
れ
ら
れ
た
経
済

学
者
田
尻
稲
次
郎
博
士
を
中
心
とし
て1」
(
『
諸
学
紀
要』
第
二二
号

一
九
六
五)
の
よ
う
に
田
尻
稲
次
郎
を
取
り
上
げ
た
論
文が
あ
り 、
そ
の
中

で
田
尻
を
補
佐し
た
人
物
とし
て
重
格の
存
在に
触
れ
て
い
る
も
の
や 、堀

経
夫
『
明
治
経
済
思
想
史』
(
明
治
文
献
一
九
七
五)
の
よ
う
に
「
自
由

保
護
貿
易
論
争」
を
取
り
上
げ
た
際に、
重
格の
著
作
を
紹
介し
て
い
る
も

の
は
あ
る。

5
桑
名
藩
は 、
徳
川
譜
代の
大
名で
あ
り 、
徳
川
四
天
王の一
人
とし
て
有
名

な
本
多
忠
勝
が、
慶
長
六
年
(一
六
O一) 、
上
総
大
多
喜
藩
よ
り一
O
万

石に
て
移
封し
て
き
た
こ
と
か
ら
始ま
る。
松平
越
中
守
家
(
久
松
松
平
家

の一
つ)
が
桑
名
藩
主
と
なっ
たの
は
元和
三
年
(一
六一
七)
の
こ
と
で 、

藩
主
は
家
康の
異
父
弟
・
定
勝で
あっ
た。
そ
の
後 、
松
平
越
中
守
家
は
五

代
定
重の
時に
越
後
高
田
藩へ
移
封 。
そ
の
間は
奥
平
松
平
家が
桑
名
藩
主

と
な
る。
松平
越
中
守
家
が
桑
名に
再
び
戻っ
て
き
た
の
は
文
政
六
年
(一

八
二一二) 、「
寛
政の
改
革」
の
主
導
者で
あ
る
松
平
定
信の
嫡
男
・
定
永の

代
で
あ
り 、
廃
藩
置
県ま
で
松
平
越
中(寸
家
が
藩
主
を
務め
た。

6
藤
谷
彰
編
「
桑
名
叢
書
E
天
明
由
緒
桑
名
藩
士
の
来
歴
』
(
桑
名
市

教
育
委
員
会
一一
O
O
八)

原
本
は
桑
名
市
立
中
央
図
書
館が
所
蔵し
て
お
り 、
全
九
巻
か
ら
成
る
松
平

越
中
守
家の
家
臣
三
九
七
家の
天
明
期ま
で
の
由
緒が
記
さ
れ
た
史
料。

7
『
鴬
宿
雑
記』
お
よ
び
駒
井
鴬
宿に
つ
い
て
は、
田
口
栄一
「『
鷺
宿
雑
記」

内
容
紹
介と
索
引」
(
『
参
考
書
誌
研
究』
第
三
六
号
一
九
八
九)
に
詳

し
い。
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8
定
信
周
辺の
文
人
た
ち
に
つ
い
て
は、
瀬
戸
口
龍一
「『
甲
子
夜
話』
に
み

る
松
平
定
信
文
人
サ
ロ
ン
の
動
向」
(
『
専
修
史
学』
第
三
三
号

一一)
に
詳し
い。

二
O
O

9
竹
内
秀
臣
氏
旧
蔵
(
専
修
大
学
大
学
史
資
料
課に
複
写
物あ
り)

印
西
羽
晃
「
駒
井
重
格
に
つ
い
て」
(
『
育
友』
第一
一ムハ
号

二
O
O
九)

専
修
大
学
育

友
会



駒井竜栴の軌跡 「駒月電格先生小伝」再考

日
本
稿の
巻
末に
は
「
駒
井
重
格
年
表」
を
付し
た
が、
こ
の
年
表
は
「
履
歴

書」
を
も
と
に
作
成し
た
もの
で
あ
る。

ロ
現
在 、
駒
井
家の
墓
は
谷
中
霊
園に
あ
り 、
「
墓
碑
文」
は
「
駒
井
重
格
之

墓」
の
側
面に
刻ま
れ
て
い
る。

日
昭和
四
九
年一
月一
二
日
に
文
京
区よ
り
発
行の
複
写
物
を
専
修
大
学
大
学

史
資
料
課に
て
所
蔵

日
戊
辰
戦
争に
お
け
る
桑
名
藩の
動
向に
つ
い
て
は、
『
桑
名
市
史
本
編』

(
桑
名
市
教
育
委
員
会
一
九
五
九)、
郡
義
武
『
桑
名
藩
戊
辰
戦
記』
(
新

人
物
往
来
社
一
九
九
六)、
郡
義
武
『シ
リ
ー
ズ
藩
物
語
桑
名
藩』
(
現

代
書
館
一一
O
O
九)
な
ど
を
参
考にし
た。

日
「一
会
桑」
と
は
家
近
良
樹
氏が
提
唱し
た
言
葉
で
あ
り 、
『
孝
明
天
皇
と

「一
会
桑」』
(
文
春
新
書
二
O
O二)
に
は
「一
会
桑
と
い
う
言
葉
で
あ

る
が、
こ
れ
は
ま
だ一
般
的に
は
認知
さ
れ
て
い
な
い
馴
染み
の
な
い
言葉

か
と
思
う。
そ
こ
で
ご
く
簡
単
な
説
明
を
す
る
と 、
一
会
桑
と
は 、
一
橋
慶

喜 、
会
津
藩 、
桑
名
藩の
頭
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
とっ
て
ネ
ー
ミ
ン
グし
た
も

の」
と
述べ
て
い
る。

vm
戊
辰
役
旧
桑
名
藩
軍
制(
鎖
園{寸
園
神
社
所
蔵)

打
こ
の
時 、
藩
主
・

松
平
定
敬
は
わ
ず
か
な
手
勢を
連
れ
て
函
館へ
向かっ
て

い
た。
定
敬
が
函
館
を
脱
出し、
横
浜
に
到
着し
たの
は 、
幕
府
側の
敗
北

を
決
定づ
け
た
五
稜郭
陥
落の
わ
ず
か一
ヶ
月
前の
明
治二
年
四
月の
こ
と

で
あっ
た。

日
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
所
蔵

同
大
滝
直
之
助
氏
(
鶴
岡
市)
所
蔵

羽
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
所
蔵

幻
郡
義
武
『
桑
名
藩
戊
辰
戦
記』
に
よ
る
と 、
こ
の
手
記
は
町
田
老
之
丞の
御

子
孫
・
町田
喜
久
夫
氏が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
もの
で 、
喜
久
夫
氏が
亡
くなっ

た
後 、
子
息の
武
夫
氏よ
り
郡
氏に
寄
贈
さ
れ
た
と
あ
る。
筆
者が
こ
の
手

記
を
見
た
の
は
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
が
所
蔵し
て
い
たコ
ピ
ー

で
あ
る。

幻
『
井
深
梶
之
助と
そ
の
時
代
第一
巻』
(
明
治
学
院
一
九
六
九)

お
『
新
選
組
史
料
集
続』
(
新
人
物
往
来
社
二
O
OLハ)
所
収

M
竹
内
秀
臣
氏
旧
蔵
(
専
修
大
学
大
学
史
資
料
課に
複
写
物
あ
り)

お
高
谷
道
男
編
訳
『
S
・
R
・ブ
ラ
ウン
書
簡
集ー
幕
末
明
治
初
期
宣
教
記
録

ー』
(
日
本
基
督
教
団
出
版
局
一
九
六
五)

お
専
修
大
学
大
学
史
資
料
課に
は
在
米
中の
明
治
九
年
か
ら
亡
く
なる
間
際の

大
正
二二
年
ま
で
の
相
馬
永
胤の
手に
よ
る
日
記
が
残っ
て
い
る。

幻
「
相
馬
永
胤
翁
懐
旧
記」
(
「
相
馬
家
文
書
戸。」
専
修
大
学
大
学
史
資
料
課

蔵) 。
こ
の
史
料
は
相
馬
永
胤
が
晩
年
に
書い
た
自
叙
伝
で
あ
り 、
平
成
九

年
に
専
修
大
学
年
史
資
料
室
よ
り
『
相
馬
永
胤
翁
懐
旧
記
翻
刻
版』
が
刊

行
さ
れ
て
い
る。

お
橋
本
五
雄
編
『
謝
海=一日
行
録』
(
橋
本
五
雄
一
九
O
九)
で、
妻
木
自
ら

が
語っ
て
い
る
よ
う
に、こ
の
時
期に
神
鞭
知
常
ら
に
説
得
さ
れ
て
妻
木が

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国し
て
い
る
こ
と
は
間
違い
な
い。
し
かし、
こ
の
時の

同
船
者に
定
教が
い
た
か
ど
う
かは
不
明で
あ
る。

m
国
立
公
文
書
館
所
蔵
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ω
ラ
ト
ガ
l
ス
大
学
図
書
館
所
蔵 。
現
在
は
デ
ジ
タルアー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
お

り 、
イ
ン
タ
ー
ネッ
ト

上
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る。

白
石
附
賓
『
近
代
日
本の
海
外
留
学
史』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
一
九
七
二)

に
よ
る
と
定
教
は
明
治一
二
年
に
ラ
ト
ガ
l
ス
大
学
理
科
卒
業 、
重
格は
ラ

ト
ガ
l
ス
大
学
で
学ん
だ
こ
と
に
なっ
て
い
る
が、
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料

は
記
さ
れ
て
い
な
い。

泊
三
重
県史
編
さ
ん
室
所
蔵

お
平
沼
淑
郎
「
経
済
学
学
習
時
代の
思
ひ
出」
(「
経
済
史
学』
第
三
輯
早
稲

回
大
学
経
済
史
学
会
一
九
三
六)

泊
専
修
大
学の
前
身の
名
称 。
現
在の
名
称
「
専
修
大
学」
と
なっ
た
の
は
大

正
八
年の
こ
と 。

お
『
北
雷
田
尻
先
生
伝

\-.../ 

下
巻』
(
田
尻
先
生
伝
記
及
遺
稿
編
纂
会
一
九
三

お
廃
校と
なっ
た
岡
山
県
商
法
学
校の
後
身とし
て
明
治三一
年
に
岡
山
県
商

業
学
校
(
現
・
岡
山
県
立
岡
山
東
商
業
高
等
学
校)
が
誕
生し
て
い
る。

幻
『
創
立
六
十
周
年
記
念
会
報』
(
岡
山
県
第一
岡
山
中
学
校々
友
会

三
四)

お
前
掲
書

ω
前
掲
書

ω
『
御
大
典
記
念
会
報

一
九二
八)

ハ札
前
掲
書

九

第
十三
号』
(
岡
山
県
第一
岡
山
中
学
校
校
友
会

必
若
槻
礼
次
郎
「
古
風
庵
回
顧
録』
(
読
売
新
聞
社

必
明
治二
八
年
七
月
四
日、
こ
の
時 、
愛
媛
県
収
税
長
とし
て
松
山に
赴
任し

て
い
た
若
槻か
ら
重
格に
宛
て
た
書
簡
(
竹
内
秀
臣
氏
旧
蔵)
に
は、
無
沙

汰
を
詫
び
る
と
と
も
に、
最
近
は
弓の
稽
古
も
怠
け
が
ち
で 、
教え
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
た
め、
自
己
流
に
なっ
てし
まっ
て
い
る
と
重
格に
言い
訳

一
九
五
O)

す
る
若
槻の
言
葉
が
残っ
て
い
る。

必
こ
の
章に
つ
い
て
は、
「
駒
井
重
格の
軌
跡」
展
に
て
使
用し
た
展
示パ
ネ

ル
の
解
説
文
(一
橋
大
学
附
属
図
書
館
専
門
助
手
・

杉
岳
志
氏
執
筆)
に
多

く
を
拠っ
て
い
る。

必
高
等
商
業
学
校と
は一
橋
大
学の
前身の
学
校
名
称で 、
学
校
所
在
地の
神

田一
ツ
橋に
ち
な
み 、
「一
ツ
橋」
「一
橋」
と
も
称さ
れ
た。

必
酒
井
龍
男
編
『一
橋
五
十
年
史』
(
東
京
商
科
大
学一
橋
会
一
九
二
五)

灯
福
田
徳二一
は
重
格の一
O
周
忌
に
「
故
駒
井
先
生
の
十
周
年
忌
に
際し
て」

(
『一
橋
会
雑
誌』
第
七
五
号
一
九一
一)
と
い
う
文
章
を
書い
て
い
る。

こ
の
段
落の
引
用
は
すべ
て
こ
こ
か
ら
取っ
た
が、こ
の
福
田
の
文
章
に
は

駒
井の
人
と
な
りの
ほ
か 、
功
績な
ど
も
書
か
れ
て
お
り 、
同
時
代
人
が
書

い
た
駒
井
評とし
て
は
最
も
詳し
い
もの
とい
え
る
だ
ろ
う。

必
田
尻
稲
次
郎
『
財
政
と
金
融
増
補
改
訂
第二
十一
版』
(
同
文
館
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九

一
一)

羽
小
峰
保
栄
「
明
治
初
期の
専
門
教
育と
専
修
学
校の
学
課」
(『
専
修
商
学
論

集』
第二
二
号
一
九
七
七)



駒井主ー格の軌跡一「駒井主格先生小伝」再考一

。駒井重格年表.
嘉永6 年(185 3) 11月【O歳】桑名藩士・駒井重周の長男として江戸(一説には桑名)に生まれる、 幼名は強介・一郎※

慶応3 年(1867) 【14歳】家督を継ぐ
慶応4年・明治元年(1868) 戊辰戦争に従軍

明 治 2 年(1869)
明 治4 年(1871) 
明 治5 年(187 2)
明 治6 年(187 3)
明 治7 年(1874)
明 治8 年(1875)
明治10年(1877)
明治1 2年(1879)

9月

明治1 3年(1880) 1 月
8月

9月

9月

新政府軍に敗北、 出羽大山(現・山形県鶴岡市)に謹慎
【16歳}桑名に帰郷
【18歳】東京本所(現・墨田区) の田口江村塾(塾長・田口文蔵)に入塾
【19歳】旧桑名藩主・松平定教とともに横浜市学校(校長・河村敬三)に入学
【2 0麓】S.R.ブラウン塾 にて英学を修業
【21歳】定教に随従し、 アメリカに留学
【2 2歳】ニューブランズウィック・アカデミーに入学
【24歳】ラトガース大学に入学
【26歳】アメリカより帰国

箕作秋坪の三浪塾内において経済学の講義を担当
東京府京橋区木挽町 ほ見・中央区銀座 3丁目)に学校設立のため、 相馬永胤
らと「私立 学校 開業上申Jを東京府へ提出
専修学校(現・専修大学)校主惣代として京橋区南鍋町(現・中央区銀座5丁目
付近)への「学校仮転御届」を東京府へ提出
専修学校の開校 式を挙行

【27歳】東京大学予備門の理財学講義を担当
明治14年(1881) 2 月 大蔵省に入省

6月 大蔵省を退省
7月 明治会堂で行われた専修学校第1回卒業式にて幹事を務める
9月 岡山 中学校 および岡山師範学校 に校長として就任

明治15年(188 2) 3月【28歳】兼岡山県商法学校長に就任
9月 兼岡山県商法学校長を退任

12月【29歳】再び大蔵省に入省
明治16年(市883) 2 月 長女 ・雪が誕生
明治17年(1884) 1 月【30歳】父・重周が 死去
明治18年(1885) 2 月【31歳】次女・定が誕生
明治19年(1886) 1 月【3 2歳】大蔵権少書記官に就任

3 月 大蔵省参事官に就任
7 月 従六位に叙せられる

明治20年(1887) 11月【34歳】文官普通試験委員に就任
長男・一郎が死去

明治2 2年(1889) 5月【35歳】官制取調委員に就任
明治2 3年(1890) 1 月【36歳】省令審査委員に就任

6月 帝国議会交渉事務取調委員に就任
9月 貨幣委員に就任

12月【37歳】次男・強介が誕生(同月死去)
明治24年(1891) 12月【38歳】三女・花子が誕生(明治3 2年7月死去)
明治25年(1892) 2 月 正六位に叙せられる
明治28年(1895) 2 月【41歳】三男・重次が誕生
明治29年(1896) 6 月【4 2議】東京市区改正委員に就任

10月 大蔵省国債局長兼大蔵省参事官に就任
12月【4 3歳】大蔵省所管事務政府委員に就任
12月 従五位に叙せられる
12月 勲六等に叙せられ、 瑞宝章を授与される

明治30年(1897) 4月 官制改正につき国債局長廃官
5月 秩禄処分委員に就任
8月 農商務省参事官に就任
9月 臨時政務調査委員に就任

10月 正五位に叙せられる
10月 港湾調査委員に就任
11月【44議】農商工統計に関する特別調査委員長に就任

明治31年(1898) 2月 農商務省参事官を退任
3月 農商工高等会議臨時議員に就任
4月 大蔵省参事官に就任
4月 臨時秩操処分間査委員に就任
9月 農商工高等会議臨時議員を退任

明治3 2年(1899) 1月【45歳】条約実施委員に就任
3月 高等商業学校長ほ見・一橋大学)兼大蔵省参事官に就任
4月 文官普通懲戒委員に就任
6月 文官高等試験臨時委員に就任

明治3 3年(1900) 6月【46歳】動五等に叙せられ、 瑞宝章を授与される
明治例年(1901) 12月[48歳】肺炎のため死去、特旨をもって従四位・勲四等に叙せられ、瑞宝章を授与される

※駒井重格の生 年月日は諸説あるが、 ここでは一橋大学が所蔵する駒井重格履歴書に拠った
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